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「
経
済
・
社
会
立
法
」

と
司
法
審
査

(
四
・
完
)

|
|
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
合
理
性
の
基
準
」
に
関
す
る
一
考
察
|
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説

一

序

二
州
憲
法
の
特
質

三
州
裁
判
所
の
特
質

第
二
節
州
判
例
の
動
向

一

序

二
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス

三
平
等
保
護

結
章
合
理
性
の
基
準
の
構
造

(
以
上
本
号
)

論

第
二
章

州
裁
判
所
・
州
憲
法
に
よ
る
審
査

第
一
節

州
の
独
自
性

序

一
般
的
に
い
っ
て
、
人
権
保
障
に
関
す
る
州
の
独
自
性
の
発
現
に
は
こ
つ
の
態
様
が
あ
る
。
第
一
は
、
州
裁
判
所
に
よ
る
合
衆
国
憲
法
に

つ
い
て
の
独
自
の
解
釈
適
用
で
あ
る
。
合
衆
国
憲
法
の
最
終
的
解
釈
権
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
有
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
連
邦
主
義

や
能
力
上
の
限
界
等
の
制
度
的
理
由
そ
の
他
種
々
の
理
由
か
ら
連
邦
裁
判
所
に
よ
っ
て
十
分
に
執
行
さ
れ
な
い
憲
法
規
定
に
つ
き
、
州
裁
判

北法43(6・74)1348



所
が
そ
の
独
立
の
地
位
を
活
用
し
、
連
邦
裁
判
所
の
活
動
を
補
っ
て
人
権
保
障
の
実
を
あ
げ
る
と
い
う
型
で
あ
る
。
第
二
は
、
州
裁
判
所
に

よ
る
州
憲
法
の
解
釈
適
用
を
通
じ
て
の
人
権
保
障
で
あ
る
。
あ
と
で
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
州
法
に
関
す
る
限
り
当
該
州
の
最
高
裁
に

最
終
的
解
釈
権
が
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
と
い
え
ど
も
こ
れ
に
は
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
州
法
、
州
裁
判
所
の
独
自
性
が
発
揮

さ
れ
う
る
場
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
、

も
っ
ぱ
ら
第
二
の
場
合
を
扱
う
。
第
一
の
型
に
比
べ
、

解
釈
に
関
し
て
も
、

よ
り
一
層
独
自
性
が
発
揮
さ
れ
や
す
い
と
と
も
に
、

(
l
)
 

よ
り
類
似
性
も
高
く
、
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
国
憲
法
の

「経済・社会立法」と司法審査(4・完)

の
主
権
国
家
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
一
方
で
、
連
邦
政
府
の
権
能
が
大
き
く
限
定
さ
れ

(
2
)
 

て
い
た
た
め
、
人
権
保
障
の
た
め
の
権
利
章
典
は
各
邦
(
州
)
の
憲
法
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
足
り
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
合
衆
国
憲

(
3
)
 

法
の
制
定
に
際
し
て
権
利
章
典
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
こ
の
よ
う
な
考
え
が
影
響
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
世
紀
に
お
い
て
も
、

経
済
的
権
利
の
裁
判
的
保
障
に
関
し
て
、
つ
ね
に
州
が
リ
ー
ド
し
て
い
た
こ
と
は
前
章
で
検
討
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
二

O
世
紀
に
入
り
、
と
く
に
ウ
ォ
レ
ン
・
コ

i
ト
の
時
代
に
こ
の
状
況
は
逆
転
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
州
(
憲
)
法
が
主
た
る
法

(
4
)
 

源
で
、
連
邦
(
憲
)
法
は
そ
の
間
隙
を
埋
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
逆
に
連
邦
法
が
主
役
と
な
る
よ
う
な
状
況
が
大
幅
に

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
建
国
当
初
、
邦
(
州
)

増
大
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
直
接
の
要
因
と
し
て
は
、
合
衆
国
憲
法
第
一
四
修
正
の
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
条
項

(5) 

を
通
じ
、
第
一
な
い
し
八
修
正
の
権
利
章
典
が
実
質
的
に
州
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
同
じ
く
第
一
四
修
正
の
平
等

(

6

)

(

7

)

 

保
護
条
項
の
活
用
さ
れ
る
範
囲
、
態
様
の
飛
躍
的
拡
大
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
州
裁
判
所
の

(
8
)
 

判
決
の
な
か
に
も
、
州
憲
法
の
持
ち
う
る
、
あ
る
い
は
持
つ
べ
き
独
自
の
地
位
、
役
割
に
つ
い
て
疑
問
を
提
出
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う

~l':法43(6 ・ 75)1349 

に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
代
の
パ

1
ガ

l
・
コ

l
ト
に
よ
る
、
と
く
に
第
一
修
正
や
刑
事
手
続
の
分
野
で
の
人
権
保
障
の
縮
減
化
に
と
も
な
い
、
こ
の



説

流
れ
は
再
度
の
変
動
を
み
せ
る
。
と
り
わ
け
、
七

0
年
代
後
半
に
入
り
、
現
状
を
憂
え
た
連
邦
最
高
裁
の
ブ
レ
ナ
ン
(
者
三

g
g
}
F
g
-

(
9
)
 

E
ロ
)
裁
判
官
の
論
文
の
公
刊
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
そ
れ
以
来
、
新
連
邦
主
義

(Z2、
F
込
町
『
色
目
的
自
)
の
名
の
も
と
に
州
憲
法
お
よ
び
州
裁

(
日
)

判
所
の
「
復
権
」
を
主
張
す
る
論
文
、
判
決
が
続
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

論

本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
州
憲
法
、
州
裁
判
所
の
有
す
る
独
自
の
意
義
と
、

わ
が
国
に
対
し
て
も
つ
イ
ン
プ
リ
ケ

l
シ
ョ

ン
を
検
討
し
た
後
、
州
に
お
け
る
経
済
的
自
由
の
裁
判
的
保
障
の
状
況
を
概
観
し
て
み
た
い
。

州
憲
法
の
特
質

前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
州
憲
法
の
歴
史
は
合
衆
国
憲
法
の
そ
れ
よ
り
も
古
い
。
最
初
の
邦
(
州
)
憲
法
は
、

一
七
七
六
年
一
月
に

ュ
1
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
に
お
い
て
制
定
さ
れ
、
続
い
て
サ
ウ
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
、

ヴ
ア
ジ
ニ
ア
、
デ
ラ
ウ
エ

さ
ら
に
同
年
中
に
、

ァ
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
、

ニ
ュ

l
・
ジ
ャ

l
ジ
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。

一
七
八
九
年
の
合

メ
リ

l
ラ
ン
ド
、

ノ
l
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
、

衆
国
憲
法
成
立
ま
で
に
は
、
こ
の
他
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア

(
一
七
七
七
)
、

ニ
ュ

l
・
ヨ
l
ク

(
一
七
七
七
)
、

ヴ

7
1
モ
ン
ト

(
一
七
七
七
)
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

(
一
七
八

O
)
の
各
邦
が
新
憲
法
を
採
択
し
て
い
た
。

そ
の
後
の
約
二

0
0年
間
に
は
数
多
く
の
全
面
的
改
正
ま
た
は
部
分
的
修
正
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
二
九
九

O
年
一
月
一
日
の
時
点
で
、

全
面
的
改
正
回
数
が
最
も
多
い
の
が
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
一

O
回
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
九
回
で
、
三
回
以
上
が
一
八
州
に
の
ぼ
る
。
全
面
的
改

正
を
し
て
い
な
い
の
は
一
ご
州
で
あ
る
。
ま
た
、
部
分
的
修
正
条
項
の
数
は
、

ア
ラ
パ
マ
州
の
五
二
二
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
四
七
一
、

ウ
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
の
四
六
三
が
飛
び
抜
け
て
多
く
、

一
O
こ
な
い
し
三
二
六
の
州
が
二

O
、
五
O
以
上
の
州
が
そ
の
他
に
二
一
、

け
た
は
イ
リ
ノ
イ
州
の
六
の
み
で
、
他
に
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
が
六
、

ア
メ
リ
カ
領
サ
モ
ア
が
七
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
修
正
を
受
け
て
い
な
い

北法43(6・76)1350 

サ
ひ
と



(
日
)

憲
法
は
な
い
。

(ロ)

改
、
修
正
の
手
続
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
発
議
と
承
認
の
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

合
衆
国
憲
法
や
日
本
国
憲
法
と
同
様
で
あ
る
。

発
議
は
議
会
に
よ
り
な
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
発
議
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、

一
院
制
を
と
る
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
を
除
き
、
両
院
と
も

二
も
し
く
は
五
分
の
一
一
一
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
他
の
州
は
三
分
の

(
日
)

一
二
州
が
二
度
の
会
期
に
渡
っ
て
審
議
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
発
議
成
立
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
議
員
数
は
、
総
議
員
の
過
半
数
と
す
る
の
が
一
七
州
、

発
議
は
、
議
会
に
よ
る
他
に
、
州
民
大
会

(
g
E
2
5
5ロ
)
に
よ
る
場
合
と
住
民
に
よ
る
発
議

(E己
主
足
立
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
四

(
は
)

一
州
お
よ
び
サ
モ
ア
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
、
北
マ
リ
ア
ナ
の
憲
法
が
そ
の
設
置
、
運
営
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
が
、
多
大
の
費
用
と

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

時
間
を
要
す
る
の
で
、
部
分
的
修
正
の
た
め
に
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
面
的
改
正
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
る
の
が
通

例
で
あ
る
。
大
会
の
開
催
は
、
州
議
会
の
過
半
数
も
し
く
は
三
分
の
二
以
上
の
議
員
に
よ
る
開
催
提
案
に
対
し
て
過
半
数
の
州
民
が
賛
成
す

(

日

)

(

日

山

)

る
こ
と
で
決
定
さ
れ
る
。
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
つ
い
て
は
一
七
州
が
規
定
し
て
い
る
。

(η) 

承
認
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
を
除
き
、
議
会
に
よ
る
発
議
に
つ
い
て
は
住
民
投
票
に
お
い
て
過
半
数
の
賛
成
を
得
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て

(
児
)

い
る
。
州
民
大
会
に
よ
る
発
議
に
つ
い
て
は
、

一
七
州
が
承
認
に
必
要
な
住
民
投
票
数
を
規
定
も
し
く
は
特
定
し
て
お
ら
ず
、

で
は
過
半
数
の
住
民
投
票
で
の
賛
成
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
ミ
ネ
ソ
タ
で
は
五
分
の
一
二
、

(

日

)

(

初

)

分
の
こ
が
必
要
で
あ
る
。
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
つ
い
て
は
住
民
投
票
で
の
過
半
数
の
賛
成
で
成
立
す
る
。

そ
の
他
の
州

ニ
ュ

l
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
で
は

州
に
お
け
る
憲
法
改
、
修
正
手
続
で
み
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
憲
法
委
員
会
合

S
E
Z
E
E
-
2
2国
広
包
。
ロ
)
の
存
在
で
あ
る
。

そ
の
主
た
る
機
能
は
、
憲
法
を
考
査
し
、
必
要
と
思
わ
れ
る
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
改
正
草
案
の
作
成
に
も
あ
た

る
。
そ
の
存
在
は
憲
法
に
根
拠
を
有
す
る
わ
け
で
な
く
、

一
九
七

0
年
代
に
設
置
さ
れ
た
二
三
の
委
員
会
の
う
ち
二

O
は
議
会
の
決
議
ま
た

北法43(6・77)1351 



説

は
立
法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
三
が
知
事
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
構
成
員
は
概
ね
現
職
の
議
員
や
官
僚
お
よ
び
学
識
経
験
者
で
あ
り
、
知

事
、
州
議
会
議
長
、
最
高
裁
長
官
ら
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
に
州
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
ユ
タ
州
憲
法
改

論

正
研
究
委
員
会
の
よ
う
に
常
設
の
組
織
と
な
る
例
も
あ
る
が
、
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
例
が
多
い
。

(
幻
)

は
、
ユ
タ
の
他
、
州
知
事
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
委
員
会
の
み
で
あ
る
。

一
九
九

O
年
の
時
点
で
機
能
し
て
い
る
の

以
上
の
実
績
お
よ
び
手
続
を
合
衆
国
憲
法
の
場
合
と
比
較
し
て
み
る
と
、
上
下
両
院
の
三
分
の
二
以
上
の
議
員
の
発
議
に
よ
る
か
、
あ
る

い
は
三
分
の
二
以
上
の
州
議
会
に
よ
る
請
求
に
基
づ
き
開
催
さ
れ
る
制
憲
会
議
に
よ
る
発
議
と
、
四
分
の
三
以
上
の
州
の
議
会
ま
た
は
州
民

(
勾
)

大
会
に
よ
る
承
認
を
要
求
す
る
合
衆
国
憲
法
よ
り
も
、
州
憲
法
の
場
合
は
相
対
的
に
か
な
り
改
、
修
正
が
し
や
す
く
、
そ
の
意
味
で
現
在
の

(
お
)

「
民
意
」
を
反
映
し
や
す
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

州
憲
法
の
第
二
の
特
徴
は
、
そ
の
規
定
内
容
に
あ
る
。
ま
ず
目
に
つ
く
の
が
そ
の
長
き
で
あ
る
。
最
も
長
い
現
行
州
憲
法
は
ア
ラ
パ
マ
州

(

M

)

(

お
)

の
も
の
で
、
約
一
七
四

0
0
0語
か
ら
な
っ
て
い
る
。
最
も
短
い
の
は
ヴ

7
1
モ
ン
ト
州
憲
法
で
、
六
六

O
O語
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
約

七

0
0
0
語
で
で
き
て
い
る
合
衆
国
憲
法
よ
り
短
い
の
は
ヴ

7
1
モ
ン
ト
州
(
お
よ
び
サ
モ
ア
)

(
お
)

の
み
で
あ
る
。

の
み
、

一
万
語
以
下
は
そ
の
他
四
州
(
お

よ
ぴ
ブ
エ
ル
ト
・
リ
コ
)

こ
の
よ
う
な
長
文
か
ら
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
州
に
よ
っ
て
は
本
来
憲
法
で
規
定
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
事
項
ま

(
幻
)

で
憲
法
で
扱
う
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。

し
か
し
、
他
方
こ
の
長
文
性
は
人
権
規
定
の
多
様
さ
、
詳
細
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
合
衆
国
憲
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
表

(
お
)

現
の
自
由
」
は
、
文
言
上
は
言
論
、
出
版
、
集
会
の
自
由
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
州
憲
法
の
な
か
に
は
、
プ
レ
ス
の
証
言
拒
否
特
権
、
政
府

(
鈎
)

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
等
を
明
示
的
に
定
め
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
し
、
名
誉
棄
損
的
表
現
に
つ
き
真
実
性
の
証
明
が
抗
弁
と
な
る
旨
を
定

(

ω

)

(

剖
)

め
て
い
る
例
も
多
い
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
明
定
し
て
い
る
州
も
少
な
く
な
い
。
経
済
的
自
由
に
関
し
て
も
、
後
に
見
る
よ
う

北法43(6・78)1352



に
、
詳
細
で
具
体
的
な
規
定
を
設
け
て
い
る
州
憲
法
が
多
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
人
権
の
規
定
の
仕
方
が
合
衆
国
憲
法
に
お
け
る
よ
う
な
「
連
邦
議
会
は
:
:
:
の
法
律
を
制
定
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
か
「
州
は
:
:
:
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
消
極
的
規
定
で
は
な
く
、
「
何
人
も
:
:
:
の
自
由
を
有
す
る
」
と
か
「
何
人
も

:
:
差
別
さ
れ
な
い
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
主
観
的
権
利
と
し
て
積
極
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

(
勾
)

あ
る
。

州
裁
判
所
の
特
質

州
裁
判
所
と
連
邦
裁
判
所
と
の
相
違
は
、
と
く
に
最
高
裁
段
階
で
比
較
す
る
と
、

そ
の
管
轄
地
域
(
』
ロ
コ
注
目
2
5ロ
)
の
広
狭
に
ま
ず
現
れ
る

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

と
い
え
よ
う
。
五

O
州
す
べ
て
に
適
用
の
あ
る
憲
法
原
則
を
宣
明
す
る
に
際
し
て
は
、
連
邦
最
高
裁
は
地
域
的
特
性
の
様
々
に
異
な
る
各
々

(
お
)

の
州
が
現
実
的
に
従
い
う
る
原
則
で
満
足
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
連
邦
主
義
に
鑑
み
、
州
の
自
治
性
を
過
度
に
侵
害
し

(

引

品

)

な
い
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
結
果
す
る
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
の
宣
明
す
る
「
憲
法
原
則
」

は
司
法
事
実
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
抽
象
的
一
般
的
ル

1
ル
と
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
数
多
く
の
連
邦
下
級
裁
判
所
お
よ
び

州
裁
判
所
に
よ
る
一
律
的
適
用
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
個
別
的
事
情
に
左
右
さ
れ
に
く
い
一
義
的
明
快
な
準
則
の
構
成
が
行
わ
れ
る
の
で

(
お
)

そ
の
た
め
一
刀
両
断
的
ル

l
ル
が
下
さ
れ
る
場
合
も
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

あ
る
が
、

連
邦
最
高
裁
の
機
能
を
制
約
す
る
こ
と
が
あ
る
も
う
一
つ
の
要
素
は
、

そ
れ
が
人
権
保
障
の
「
最
後
の
拠
り
所
」
と
自
他
と
も
に
認
め
る

そ
の
地
位
に
由
来
す
る
。
す
な
わ
ち
「
真
に
重
要
な
」
憲
法
原
則
を
司
法
的
に
宣
明
し
、

め
に
は
、

そ
れ
が
国
民
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
た

(
お
)

そ
れ
以
外
の
事
項
に
ま
で
介
入
し
て
「
制
度
的
資
本
」
を
浪
費
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

北法43(6・79)1353



説

一
方
、
州
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
制
約
は
存
在
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
程
度
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
比
較
的
同
質

安ふ
ロ岡

的
な
州
の
事
情
あ
る
い
は
個
々
の
具
体
的
な
事
案
に
即
し
干
憲
法
原
則
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
、
か
っ
そ
れ
に
際
し
で
も
、
よ

(
幻
)

り
革
新
的
な
法
理
を
採
用
す
る
こ
と
が
容
易
な
場
合
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
州
憲
法
が
合
衆
国
憲
法
に

(
お
)

比
べ
て
容
易
に
修
正
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
も
、
州
裁
判
所
に
積
極
的
な
憲
法
解
釈
を
促
す
効
果
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
州
裁
判
所
だ
け
に
み
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
裁
判
官
の
任
期
制
と
公
選
制
で
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
裁
判
官
は
寸
罪

(鈎
)

(

M

W

)

過
の
な
い
限
り
そ
の
職
を
保
つ
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
独
立
直
後
の
邦
憲
法
で
同
様
の
終
身
制
を
採
用
し
て
い
た
の
は
八
邦
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
裁
判
官
の
選
出
に
関
し
て
は
知
事
の
任
命
に
よ
る
と
す
る
の
は
五
邦
に
と
ど
ま
り
、

八
邦
が
議
会
に
よ
る
選
挙
で
選
任
さ
れ
る
も
の
と

し
て
い
た
。
こ
れ
は
植
民
地
時
代
の
総
督
に
対
す
る
反
感
が
独
立
後
も
執
行
府
不
信
と
し
て
継
承
さ
れ
、

(
H
U
)
 

と
の
一
つ
の
現
れ
で
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
権
限
の
制
限
が
図
ら
れ
た
こ

州
裁
判
所
の
特
徴
で
あ
る
両
制
度
の
成
立
の
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、

一
八
三

O
年
前
後
か
ら
興
隆
し
た
「
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ

シ
l
」
で
あ
る
。
「
司
法
部
も
ま
た
人
民
の
意
思
の
も
と
に
あ
る
べ
き
」
と
さ
れ
、
「
辺
境
社
会
に
お
け
る
:
:
:
経
験
か
ら
推
し
て
、
法
を
専

(
必
)

門
的
な
技
術
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
〔
が
〕
受
け
入
れ
」
ら
れ
な
か
っ
た
結
果
、

一
八
三

O
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
聞
に
、
新
し
く
形
成
さ

れ
た
州
、

お
よ
び
従
来
終
身
制
で
あ
っ
た
の
を
修
正
し
た
州
を
合
わ
せ
て
九
州
が
任
期
制
を
採
用
し
た
。

一
八
四
六
年
以
降
に
後
に
見
る
公

ま
た
そ
の
他
の
州
で
も
裁
判
官
に
対

(
刊
日
)

す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
と
し
て
採
用
す
る
も
の
も
あ
り
、
結
局
は
ほ
と
ん
ど
の
州
が
任
期
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在

選
制
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
任
期
を
設
け
る
こ
と
は
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
採
用
さ
れ
、

終
身
制
を
と
っ
て
い
る
の
は
ロ

l
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
、
七

O
歳
に
達
す
る
ま
で
は
「
罪
過
の
な
い
限
り
職
を
保
つ
」

と
さ
れ
て
い
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
と
ニ
ュ

1
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
州
な
ど
と
合
わ
せ
て
も
、
終
身
制
ま
た
は
そ
れ
に
近
似
す
る
州
は
四
州
に

(
H
H
)
 

過
ぎ
な
い
。
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任
期
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
裁
判
官
を
人
民
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
に
お
く
と
い
う
当
初
の
目
的
の
故
に
、

そ
の
後
裁
判
官
の
質
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
い
さ
さ
か
延
長
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
あ
ま
り
長
く
は
な
い
。
現
在
、
最
長
は
、
ニ
ュ

l
・
ヨ

l
ク
州
最
高
裁
の
一
四

(
M
M
)
 

年
で
あ
り
、
一

O
年
以
上
が
他
に
一
七
州
、
最
も
短
い
六
年
の
任
期
を
最
高
裁
に
つ
い
て
採
用
し
て
い
る
の
が
一
七
州
で
あ
る
。

裁
判
官
の
公
選
制
を
初
め
て
全
面
的
に
採
用
し
た
の
は
一
八
三
二
年
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
憲
法
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ン
・

一
八
四
六
年
の
ニ
ュ

l
・
ヨ
ー
ク
州
を
皮
切
り
に
公
選
制
を
と
る
州
が
急
激
に
増
え
、
南
北
戦
争
が
終
わ
っ
た

(
必
)

時
に
は
三
八
州
中
二
一
州
が
採
用
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
現
在
、
競
争
選
挙
に
よ
る
公
選
制
を
と
る
州
は
一
一
一
(
そ
の
う
ち
、
南
部
を
中

心
に
入
州
が
党
派
別
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
の
選
挙
を
実
施
し
て
お
り
、
中
西
部
を
中
心
に
し
た
一
三
州
が
非
党
派
的
選
挙
で
選
任
し
て

(
U
)
 

い
る
)
で
あ
り
、
わ
が
国
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
制
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
州
民
審
査
制
を
と
る
の
が
一
七
州
で
あ
る
。
こ
の
他

(
川
崎
)

に
四
州
が
議
会
に
よ
る
選
任
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
で
、

「経i斉・社会立法」と司法審査 (4・完)

こ
う
し
た
、
何
ら
か
の
方
式
に
よ
る
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
過
大
な
評
価
は
許
さ
れ
な
い
と

(ω) 

し
で
も
、
少
な
く
と
も
連
邦
裁
判
所
に
比
べ
て
民
主
的
答
責
性
が
よ
り
大
き
く
認
め
ら
れ
、
そ
の
限
り
で
司
法
審
査
制
の
民
主
的
正
統
性
の

(ω) 

問
題
が
減
ず
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
人
権
保
障
に
及
ぼ
し
う
る
影
響
の
側
面
か
ら
み
た
と
き
、

い
わ
ゆ
る
不

人
気
な
意
見
を
唱
導
す
る
権
利
と
し
て
の
表
現
の
自
由
の
保
障
に
関
し
て
は
、
連
邦
裁
判
所
に
比
べ
て
い
さ
さ
か
不
利
な
立
場
に
あ
る
と
い

(
日
)

い
う
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
保
障
さ
れ
る
権
利
の
性
質
に
応
じ
、
こ
の
特
徴
が
つ
ね
に
不
利
に
作
用
す
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

北法43(6・81)1355

こ
ろ
し
て
み
る
と
、
州
憲
法
の
人
権
規
定
の
形
式
お
よ
び
内
容
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
州
民
審
査
等
二
疋
の
裁
判
所
に
対
す
る
民
主
的

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
の
存
在
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
州
の
制
度
は
わ
が
国
の
そ
れ
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
連
邦
の
場
合
よ
り
も
多
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
り
、
参
考
と
な
る
事
柄
も
そ
れ
に
伴
い
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
に
入
る
前
に
、
州



説

法
と
連
邦
法
の
関
係
、
と
く
に
州
法
が
ど
の
程
度
独
自
の
意
味
あ
る
展
開
を
な
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

首命

四

州
法
と
連
邦
法
の
関
係

州
裁
判
所
に
よ
る
州
憲
法
法
理
の
独
自
的
展
開
の
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
州
法
と
連
邦
法
の
関
係
を
考
え
る
と
き
、

ま
ず
問
題
と
な
る

の
は
連
邦
法
に
よ
る
「
枠
」

の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
枠
は
、
具
体
的
に
は
合
衆
国
憲
法
の
解
釈
適
用
を
通
じ
て
の
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
州
裁

判
決
の
審
査
と
い
う
形
で
執
行
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
際
の
大
前
提
と
な
る
の
が
合
衆
国
憲
法
第
六
編
二
項
で
あ
る
。
こ
の
「
最
高
法
規
条
項
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
る
。

「
こ
の
憲
法
〔
お
よ
び
〕

こ
れ
に
準
拠
し
て
制
定
さ
れ
る
合
衆
国
の
法
律
:
:
:
は
、
国
の
最
高
法
規
で
あ
る
。
各
州
の
裁
判
官
は
、
州
の
憲

法
ま
た
は
法
律
中
に
反
対
の
定
め
が
あ
る
場
合
で
も
、

こ
れ
ら
の
も
の
に
拘
束
さ
れ
る
。
」
そ
し
て
、
合
衆
国
憲
法
を
含
む
連
邦
法
の
最
終

的
解
釈
権
は
連
邦
最
高
裁
が
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
連
邦
最
高
裁
が
州
裁
判
決
に
対
し
て
審
査
権
を
有
す
る
旨
の
明
示
的
憲
法
規
定
の
不

存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
論
理
的
に
は
、
連
邦
最
高
裁
は
連
邦
法
に
抵
触
す
る
と
一
応
い
い
う
る
州
裁
判
所
の
判
決
を
、
た
と
え
そ
れ
が

(
臼
)

州
法
の
解
釈
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
も
、
審
査
で
き
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
日
)

こ
の
趣
旨
を
最
初
に
規
定
し
た
の
が
一
七
八
九
年
の
裁
判
所
法
二
五
条
で
あ
る
。
同
法
は
、
連
邦
法
を
無
効
と
し
た
州
裁
判
決
お
よ
び
連

邦
法
に
反
す
る
と
の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
州
法
を
支
持
し
た
州
裁
判
決
に
対
す
る
審
査
権
を
連
邦
裁
判
所
に
与
え
て
い
た
。
当
初
は
、
こ

(
U
A
)
 

の
よ
う
な
審
査
権
の
正
当
性
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
争
い
が
な
か
っ
た
が
、
一
八
一
六
年
に
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
州
最
高
裁
が
初
め
て
抵
抗
し
た
の
を
契

(

日

)

(

日

)

機
と
し
て
、
富
田
『
巴
ロ
〈
・
出
口

E
R
.∞
Z
2
2
判
決
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
が
明
確
に
こ
の
権
限
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
の
多
少
の
変
更
の
結
果
、
現
行
法
に
お
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
に
連
邦
最
高
裁
の
州
裁
判
決
に
対
す
る
上
訴
管
轄
権
が
認

北法43(6・82)1356



め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
州
の
手
続
上
そ
の
事
件
を
審
理
し
う
る
最
高
の
審
級
の
裁
判
所
の
終
局
判
決
で
あ
っ
て
、

か
つ
①
連
邦
法
の

ま
た
は
②
連
邦
法
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
州
法
の
効
力
が
問
題
と
さ
れ
、
判

ま
た
は
③
連
邦
法
の
効
力
が
問
題
と
さ
れ
、
ま
た
は
連
邦
法
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
州
法
の
効
力
が
問

題
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
あ
る
権
限
、
権
利
、
特
権
ま
た
は
免
除
が
連
邦
法
ま
た
は
合
衆
国
に
よ
る
権
限
付
与
も
し
く
は
権
限
に
よ
る
旨
を

(
閉
山
)

明
示
し
て
主
張
な
い
し
請
求
さ
れ
た
と
き
、
で
あ
る
。

効
力
が
問
題
と
さ
れ
、
判
決
が
そ
れ
を
無
効
と
し
た
と
き
、

決
が
そ
れ
を
有
効
と
し
た
と
き
、

こ
う
し
て
、
州
裁
が
連
邦
法
の
解
釈
の
み
に
基
づ
い
て
下
し
た
判
決
は
問
題
な
く
連
邦
最
高
裁
の
上
訴
管
轄
に
服
す
る
し
、
連
邦
法
、
州

法
の
双
方
に
関
連
し
て
下
さ
れ
た
判
決
も
、
法
制
上
、
こ
の
上
訴
管
轄
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
実
際
に

は
さ
ら
に
別
種
の
考
慮
が
働
く
の
で
あ
る
。

「経済'社会立法」と司法審査 (4・完)

(

白

川

)

(

日

)

そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
一
八
六
七
年
裁
判
所
法
改
正
法
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
冨
ミ
号
岳
〈

-cqえ
玄
巾
昌
喜
一
∞
判
決
で
あ
る
。
同

(ω) 

判
決
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
原
則
が
宣
明
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
州
裁
判
所
の
判
決
が
州
法
上
の
根
拠
に
よ
り
十
分
に
支
え
ら
れ
て
い
る

か
り
に
当
該
判
決
が
同
時
に
連
邦
法
上
の
問
題
(
『

E
m
z
-
A
5出
立
。
ロ
)
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
て
も
連
邦
最
高
裁
は
ま
っ
た
く
審

場
合
に
は
、

査
し
な
い
こ
と
、

お
よ
び
、
州
法
の
解
釈
に
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
州
裁
の
判
断
を
拘
束
力
あ
る
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
、

あ
る
。
こ
れ

(
と
く
に
前
者
)

は
一
般
に
「
独
立
に
し
て
十
分
な
州
法
上
の
根
拠
(
弓
品
名
巾

E
S
Z
E
包
Z
E
Z
凹

g
Z
匂

E
Eご
原
則
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
原
則
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
連
邦
主
義
お
よ
び
連
邦
最
高
裁
の
管
轄
権
に
対
す
る
司
法
判
断
適
合
性
上
の
制
約
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
勧
告
的
意
見
(
邑
三
宮
ミ

o
u
E
S
)
」
の
表
明
は
憲
法
の
定
め
る
司
法
権
の
権
能
に
は
含
ま
れ
な
い
と
さ

(
引
)

れ
て
い
る
が
、
も
し
州
法
上
の
根
拠
が
当
該
州
判
決
の
結
論
を
支
え
る
の
に
十
分
で
あ
る
な
ら
、
た
と
え
連
邦
最
高
裁
が
当
該
判
決
に
含
ま

れ
る
連
邦
法
上
の
問
題
の
み
を
取
り
出
し
て
是
正
し
て
も
判
決
の
結
論
自
体
は
左
右
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
連
邦
最
高
裁
の
当
該

(
臼
)

判
断
は
勧
告
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

で
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説

こ
の
よ
う
に
、
州
法
と
連
邦
法
の
関
係
を
、
州
判
決
に
対
す
る
連
邦
最
高
裁
の
上
訴
管
轄
権
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
た
場
合
に
は
、

「
最
高
法
規
条
項
」
に
基
づ
く
連
邦
法
優
越
原
則
と
寸
州
法
上
の
根
拠
」
原
則
と
の
競
合
が
問
題
と
な
り
う
る
わ
け
で
あ
る
が
、
両
者
が
抵

雪ム
ロ岡

触
す
る
場
合
に
は
前
者
が
優
越
す
る
の
が
合
衆
国
憲
法
の
命
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
州
法
(
州
裁
の
判
決
)

が
連
邦
最
高
裁

の
介
入
を
免
れ
、
そ
の
自
律
性
を
主
張
し
貫
徹
で
き
る
の
は
連
邦
法
に
抵
触
し
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
憲
法
的
次
元
で
い
う
な

ら
ば
、
州
憲
法
を
根
拠
と
し
て
、
合
衆
国
憲
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
人
権
保
障
を
弱
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
し

(
下
限
)
、
他
者
の

合
衆
国
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
州
憲
法
上
の
権
利
を
拡
大
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(
臼
)

あ
る
。

上
限
)

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
連
邦
法
に
よ
り
課
せ
ら
れ
た
枠
を
前
提
と
し
た
と
き
、
州
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
州
憲
法
解
釈
に
臨
む
べ
き

か
、
ま
た
臨
む
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
が
つ
ぎ
の
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
二
つ
の
考
え
方
が
対
立
し
て
い
る
。
第
一
の
立
場
は
、
主
た
る
人
権
保
障
の
機
能
は
あ
く
ま
で
も
合
衆
国
憲
法

お
よ
び
連
邦
裁
判
所
に
期
待
し
つ
つ
、
何
ら
か
の
理
由
で
そ
れ
に
よ
っ
て
は
実
現
さ
れ
な
い
権
利
の
保
障
を
州
裁
が
積
極
的
に
図
る
べ
き
だ

(
似
)

と
す
る
も
の
で
、
こ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
立
場
を
、
本
稿
で
は
「
補
充
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
第
二
の
立
場
は
、
連
邦
主
義
に
基

づ
き
州
の
主
権
国
家
性
を
強
調
し
、
州
裁
判
所
の
第
一
次
的
職
責
は
州
法
の
解
釈
適
用
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
裁
判
に
あ
た
っ
て
は
、
州
裁
は
、

つ
ね
に
州
法
の
解
釈
を
先
行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
権
の
保
障
が
果
た

(
白
山
)

せ
な
い
と
き
に
初
め
て
連
邦
法
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
を
「
先
行
型
」
と
呼
ぶ
。

(ω) 

先
行
型
は
、
法
論
理
的
に
は
傾
聴
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
が
、
先
行
型
の
論
者
自
身
が
認
め
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
州
裁
判
所
は
何

(
m
w
)
 

ら
か
の
形
で
補
充
型
に
従
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
政
治
に
お
い
て
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
法
の
分
野
で
の
連
邦
の
領
域
の
拡
大
傾
向

に
照
ら
す
と
、
こ
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
州
判
例
の
現
況
を
探
る
と
同
時
に
、
独
自
の
法
理
的
発
展
を
行
う
州
憲
法

か
り
に
適
用
し
う
る
連
邦
法
理
が
あ
っ
て
も
、
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領
域
の
検
討
を
主
目
的
に
す
る
本
章
の
関
心
は
、

し
た
が
っ
て
補
充
型
を
基
礎
に
し
た
考
察
に
向
け
ら
れ
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る。

(
同
叩
)

つ
ぎ
の
手
順
で
行
わ
れ
る
。
第
一
に
、
争
わ
れ
て
い
る
問
題
は
確
立
し
た
連
邦
法
理
に
よ

り
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
連
邦
法
の
下
限
を
下
回
る
も
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

補
充
型
に
立
つ
州
裁
判
所
の
州
憲
法
判
断
は
、

第
二
に
、
連
邦
法
理
か
ら
離
脱
す
べ
き
理
由
は
あ
る
か
。
も
し
あ
る
な
ら
、
第
一
一
一
に
、
ど
の
よ
う
に
州
憲
法
法
理
の
独
自
的
展
開
を
行
う
か
。

す
な
わ
ち
、
利
用
で
き
る
連
邦
法
理
を
修
正
し
て
用
い
る
か
、

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

そ
れ
と
も
ま
っ
た
く
独
自
の
法
理
を
形
成
す
る
か
。

連
邦
法
理
か
ら
の
離
脱
を
導
く
要
素
と
し
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
川
連
邦
法
理
に
「
欠
陥
」
が
あ
り
、
州
法
理
に
導
入
す
る

こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
。
凶
連
邦
機
関
と
そ
れ
に
対
応
す
る
州
機
関
の
聞
の
制
度
上
の
相
違
が
あ
る
場
合
で
、
連
邦
法
理
が
当
該
制
度
的
要

(ω) 

因
を
内
包
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
州
法
理
に
導
入
す
べ
き
で
な
い
。
同
州
に
何
ら
か
の
特
殊
要
因
が
あ
る
。
さ
ら
に
凶
訴
訟

(
初
)

物
が
そ
の
性
質
上
、
全
国
一
律
の
ル
!
ル
を
必
要
と
す
る
も
の
か
否
か
も
州
裁
が
独
自
の
法
理
を
形
成
す
る
際
の
決
定
要
素
と
な
り
え
よ
う
。

要
素
川
に
つ
い
て
は
、
連
邦
法
優
越
原
則
と
抵
触
し
や
す
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
連
邦
(
憲
)
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る

(
れ
)

以
上
に
人
権
を
拡
大
す
る
場
合
に
は
原
則
と
し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
点
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
要
素
凶
の
重
要
性
は
、
先
に
見
た
州
裁
お
よ

び
州
憲
法
の
、
連
邦
と
比
較
し
て
の
特
徴
に
照
ら
し
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
法
理
の
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
と
考
え
ら
れ

(

η

)

(

乃
)

る
が
、
明
示
的
に
こ
の
要
素
を
指
摘
す
る
州
判
決
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
要
素

ωは
最
も
決
定
的
な
離
脱
要
因
と
な
り
う
る
も
の
で
あ

(
九
)

り
、
唯
一
の
正
当
な
離
脱
理
由
と
す
る
州
裁
判
官
も
い
る
。
個
別
的
な
要
素
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
川
内
合
衆
国
憲
法
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
人
権
規
定
を
州
憲
法
が
有
し
て
い
た
り
、
同
種
の
権
利
で
も
規
定
の
仕
方
が
大
き
く
異
な
る
。
川
人
権
規
定
の
制
定
経
過
が
合
衆
国
憲

法
の
同
種
の
規
定
の
そ
れ
と
、
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
異
な
る
。
制
連
邦
法
か
ら
は
独
立
し
て
す
で
に
確
立
し
て
い
る
州
法
体
系
が
、

州
憲
法
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

ω関
連
す
る
問
題
に
関
し
、
州
民
が
特
別
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
要
素
凶
に
つ
い
て
は
当
然
に
考
慮
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(
九
)

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
質
的
に
こ
の
点
を
考
慮
し
て
い
る
州
裁
判
例
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
四
要
素
は
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
案
に
多
か
れ
少
な
か
れ
含
ま
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
州
裁
判
所
と
し
て
は
、
こ

論

れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
州
憲
法
法
理
の
独
自
の
展
開
を
図
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、

そ
の
考
慮
の
結
果
、
連
邦
法
理
か
ら
離
脱

す
べ
き
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
際
に
、
州
裁
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
法
理
を
展
開
す
べ
き
か
が
最
後
に
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

州
裁
の
と
り
う
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
関
連
あ
る
連
邦
法
理
を
適
宜
修
正
し
て
利
用
す
る
も
の
と
、

ま
っ
た
く
独
自
の
法
理
を
形
成
す

る
も
の
が
あ
り
う
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
厳
格
に
二
者
択
一
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
結
局
、
問
題

は
州
憲
法
法
理
形
成
に
際
し
て
ど
の
程
度
連
邦
法
理
を
利
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
比
重
を
置
く
べ
き
か
の
判
断
に
関
し
て
は
、

(
河
)

つ
ぎ
の
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
。
第
一
は
、

先
に
見
た
州
に
特

有
に
要
素
の
存
在
で
あ
り
、

と
く
に
合
衆
国
憲
法
に
は
な
い
人
権
規
定
を
州
憲
法
が
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
独
自
の
法
理
の
形
成
が
要
求

さ
れ
や
す
い
と
い
え
よ
う
。
第
二
は
、
連
邦
法
理
の
動
向
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
が
合
衆
国
憲
法
上
の
人
権
保
障
法
理
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る

(
け
)

場
合
に
は
州
裁
判
所
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ
り
、
実
際
に
そ
う
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
が
、
逆
に
、
連
邦
裁
判

(
九
)

よ
り
独
自
に
州
憲
法
法
理
を
展
開
し
う
る
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
か
り
に
州
裁

所
が
撤
退
し
た
領
域
に
つ
い
て
は
、
州
裁
判
所
は
、

も
連
邦
裁
の
方
向
に
従
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
も
は
や
そ
の
領
域
に
つ
い
て
は
当
該
人
権
の
司
法
的
救
済
の
場
が
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
州
裁
と
し
て
は
こ
の
点
を
考
慮
し
、
慎
重
に
態
度
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
に
照
ら
し
、

も
っ
と
も
州
裁
に
よ
る
州
憲
法
法
理
の
独
自
の
展
開
の
対
象
領
域
と
な
り
や
す
く
、
実
際
に
も

っ
と
も
活
発
に
判
例
が
集
積
さ
れ
て
い
る
の
が
経
済
的
自
由
の
領
域
な
の
で
あ
る
。
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(ー)総 1C~4[] .!1(\ エ ν 包， X1J....l~~~ (¥ ~ C 制緩令J~\堕~O Lawrence G. Sager， Fair Measure: The Legal Status of Underen-

forced Constitutional Norms， 91 Harvard L. Rev. 1212 (1978). 

("'-l) See Gordon S. Wood， The Creation of the American Republic， 1776-1787， at 536-43 (1969). 

(的)長rn:::111DJ.!1スヤ?く入 (GeorgeMason) 浜製存制覇~-Il<J摺僻が'< ....lC議格制里民ヨヨ-.J{-!為F 増岡4ぎぷ....l'1ぱ設 10'ぷ怪|や陶

長れJ~ν 二令。 o 2 The Records of The Federal Convention of 1787， at 588 (M. Farrand rev. ed. 1937). 

(ザ) See Henry M. Hart， The Relations Between State and Federal Law， 54 Columbia L. Rev. 489 (1954); see also Herbert 

Wechsler， The Political Safeguards of Federalism: The Role of the States in the Composition and Selection of the National 

Government， 54 Columbia L. Rev. 543 (1954). 

(凶)総|回途同Ciト刊一・トロ-Vr<延長軍事ど C革思案側壁Cr!握r-<J明日出.!1(¥エν笠， 'J~ 制't-'.!1時JC P-:1矧主tHト i属国仏j 宏之ノ Pν草壁々

4若様乱EZ込拠収J与:νエトQO See Henry J. Abraham， Freedom and the Court 33-105 (3rd ed. 1977); Louis Henkin，“Selective In-
corporation" in the 14th Amendment， 73 Yale L. J. 74 (1963); Jerold H. Israel， Selective Incorporatio日:Revisited， 71 George-

town L. J. 253 (1982). 旨本黒豆「栄刑主主製回僻唱~"'-l澄同様 l 困様潤土日件m~型車 (1) - (匡1)J +<帳誕糾弱j+:u)t>1長判断'

11恥 111吋回， 1 J 1恥 10同幅広， g] uド~1く 1\眠( 1・同伊国一与J与J)。
(坦)心情ム入. 11 ーム C 除草1t~継巡回~.!1 (¥ :;.νQ 事~~王.@:-R.J:、，時J ヰ~-Il<J巨ト担1t冊4~ "'-l 皆、と ~1そ -1ト入 :<"'C 1IJJITIl*~-II託-v，J:表♂ ~ν

二時。 PhilipB. Kurland， The Supreme Court 1963 Term - Fore¥為'ord:Equal in Origin and Equal in Title to the Legislative 

and Executive Branches of the Government， 78 Harvard L. Rev. 143， 145 (1964): Kurland， Politics， The Constitution and the 

Warren Court 98 (1970) 制~' 'J C堂寂 C P.凶作嵯樹事窓 C -lii'l思;g;~昼~-\J~ν， Developments in the Law - Equal Protec-

tion， 82 Harvard L. Rev. 1065 (1969). 

(ド)See e. g. Vern Countryman， Why A State Bill of Rights?， 45 Washington L. Rev. 454 (1970) 

(∞) See e. g. People v. Holcomb， 235 N. W. 2d 343， 344n. 2 (Michigan 1975); see also State v. Simpson， 622 P. 2d 1199， 

1212-13 (Washington 1980) (Utter， C. 1.. concurring). 
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活
用
し
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の
人
権
保
障
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拡
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促
す
ブ
レ
ナ
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裁
判
官
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主
張
は
、
こ
の
論
文
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り
先
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く
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決
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お
け
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対
意
見
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な
か
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。
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「
復
権
」
に
対
し
て
は
、
疑
問
や
批
判
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
比
較
的
最
近
の
も
の
で
は
、
ブ
レ
ナ
ン
の
連
邦
主
義
の
主
張
へ
の
批
判
を
手
掛
か
り
と
す
る
も
の
と
し
て
、
何
回
ユ
冨
冨
白
】
門
戸
明
白
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5
2
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E
Eロ
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z
gミ

c
E
Z
B
P
B
E
E
s
-
-
E
d
F
E
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h
o
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E
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。
(
呂
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∞
)
一
州
判
例

の
法
理
論
的
貧
困
さ
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
古
富
市
印
〉
・
。

R
E
R
-
↓
r
E
-一a
u
z
g
E『
2
0同
ω
g
z
n
cロ目立
Z
E
B
-
-回目
f
g
E円}口問
S

F
a

河
内
〈
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め
H

(

]

{

句。
N
)

(
日
)
、

H，F巾
ncロロ
2-o『
ω
g
z
の
O〈巾『ロ包
S
F
↓
町
内
田

ccroご
『
巾

ω
g常
的
戸
市

XWC'Hmw匂
戸
同
門
品
(
)
(
同
山

wmuo)
一宮市『

2口
氏
丹
市
『
円
芹

a
g
n
o
Eロ
己
ニ
(
な
お
、

こ
れ
ら
の
統
計
に
は
五

O
州
の
他
に
ア
メ
リ
カ
領
サ
モ
ア
、
北
マ
リ
ア
ナ
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
が
含
ま
れ
て
い
る
)
現
行
憲
法
の
う
ち
一
一
一
が

今
世
紀
に
制
定
さ
れ
た
も
の
(
一
九
七

0
年
代
の
も
の
が
六
、
最
新
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
一
九
八
三
年
)
で
、
半
数
強
は
一
九
世
紀
後
半
の
制
定

に
な
る
。
ま
た
、
修
正
条
項
は
必
ず
し
も
す
べ
て
が
州
内
全
域
に
適
用
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
部
地
域
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
も
の
も
含

ま
れ
る
。
な
お
、
修
正
条
項
が
ひ
と
け
た
の
イ
リ
ノ
イ
州
は
、
全
面
改
正
を
三
回
実
施
し
て
い
る
。

(
ロ
)
た
だ
し
、
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
で
は
承
認
の
た
め
の
住
民
投
票
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
両
院
の
総
議
員
の
コ
一
分
の
二
以
上
が
二

会
期
連
続
し
て
修
正
承
認
の
投
票
を
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
日
仏
印
丹
色
・

(
日
)
過
半
数
と
す
る
州
で
も
、
ニ
ュ

1
・
メ
キ
シ
コ
州
の
よ
う
に
、
選
挙
権
や
教
育
等
一
定
の
事
項
に
関
す
る
場
合
に
は
四
分
の
一
一
一
を
要
求
す
る

例
も
あ
り
、
過
半
数
よ
り
多
く
を
要
求
し
て
い
る
州
で
も
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
一
会
期
に
お
い
て
両
院
の
四
分
の
三
の
議
員
が
賛
成

す
る
か
又
は
選
挙
が
介
在
す
る
二
会
期
に
わ
た
っ
て
各
々
過
半
数
の
議
員
が
賛
成
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
例
も
あ
る
。
ま
た
、
通
常
の
条
文
修

正
に
つ
い
て
は
過
半
数
、
全
面
的
ま
た
は
部
分
的
改
正
に
つ
い
て
は
三
分
の
こ
を
要
求
す
る
オ
レ
ゴ
ン
州
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
な
お
、
ヴ
ァ

l

モ
ン
ト
州
で
は
四
年
に
一
度
し
か
修
正
を
発
議
で
き
な
い
。
戸
川
広
色
合
'

論
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し
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お
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ュ

l
・
メ
キ
シ
コ
州
の
よ
う
に
、
二
疋
の
事
項
に
つ
い
て
は
全
州
で
四
分
の
一
二
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各
郡
で
三
分
の
こ
を
要
求
し
て
い
る
例
も
あ
る
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E
a
m民
品
、
吋
・

(
詑
)
合
衆
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憲
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五
編
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(
お
)
た
だ
、
こ
の
特
徴
は
、
逆
に
い
え
ば
多
数
者
民
主
一
制
の
有
し
う
る
弊
害
の
抑
制
機
能
の
点
で
劣
る
場
合
が
あ
り
う
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
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に
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の
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園
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け
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ス
キ
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あ
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憲
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。
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憲
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憲
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。
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。
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。
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∞
色
。
(
E
S
)
|
第
一
六
修
正
、
。
『
め
問
。
ロ
〈
-
E
R
r
-
-
・
8
0
己
∞
-
H
H
N
(
呂
斗
。
)
|
第
二

六
修
正
〕
。
し
か
し
、
州
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け
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方
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る
か
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易
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あ
る
こ
と
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明
ら
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。
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衆
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憲
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Section of Judiciary Act， 47 American L. Rev. 1， 3-4 (1913)， quoted in id. at 455. 

(巴)14 U. S. (1 Wheat.) 304 (1816). 
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が
み
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と
い
わ
れ
る
。
出
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白
『
P
印
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z
s
z
ω
叶
唱
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ω∞・

(
沌
)
例
え
ば
、
刑
事
手
続
保
障
や
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現
の
自
由
の
領
域
に
つ
い
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、
∞
市
町
内
・
悶

-
m
g己
a
g
S
F
、H，Z
H
W
B
q四
百
四
〉
問
巾
邑
即
日

ω
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z
n
c
E
2
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g
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月
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F
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-
品
。
。
〉
ロ
ロ
弘
田
口
『
任
命
〉
自
巾
ユ
円
国
ロ
〉
円
同
門
T
u
s
u、
印
仏
(
]
戸
市
w
∞
∞
)

第
二
節

州
判
例
の
動
向

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

序

合
衆
国
憲
法
第
一
四
修
正
の
制
定
以
前
か
ら
、
州
裁
判
所
に
お
い
て
は
州
憲
法
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
宏
君
。
ご
Z
Z
E
)
条
項
を
根
拠

に
経
済
規
制
立
法
を
含
む
法
律
に
対
す
る
実
体
的
司
法
審
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
章
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
の
「
憲
法
革
命
」
の
結
果
、
連
邦
最
高
裁
は
「
経
済
・
社
会
立
法
」
に
対
す
る
実
体
的
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
法
理
を
実
際
上
(
l
)
 

ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
「
骨
抜
き
」
に
し
て
し
ま
っ
た
。
連
邦
下
級
裁
判
所
は
、
比
較
的
直
ち
に
こ
の
変
更
に
従
う
傾
向
を
み
せ
た
が
、

{2) 

大
半
の
州
裁
判
所
は
従
来
か
ら
の
姿
勢
を
基
本
的
に
崩
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

一
九
四

0
年
代
か
ら
五

0
年
代
に
か
け
て
実
体
的
デ

ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
法
理
が
存
続
し
た
こ
と
は
、
人
間
の
思
考
様
式
が
一
朝
一
夕
に
変
化
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
こ
の
時
期
の
州
裁
判
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説

(
3
)
 

官
の
大
半
が
同
法
理
の
全
盛
時
代
に
法
学
教
育
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
か
ら
あ
る
程
度
説
明
で
き
な
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

州
裁
の
こ
の
傾
向
は
、
連
邦
最
高
裁
の
姿
勢
が
疑
い
の
余
地
な
く
確
定
し
、

そ
し
て
州
裁
判
官
の
新
旧
交
代
が
進
ん
だ
後
に
お
い
て
も
、
す

首命

な
わ
ち
六

0
年
代
以
降
に
お
い
て
も
根
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

州
裁
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
連
邦
最
高
裁
と
の
ス
タ
ン
ス
の
相
違
に
つ
い
て
こ
と
さ
ら
正
当
化
を
試
み
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
白
州
の
判
例
と
は
異
な
る
連
邦
判
例
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
無
視
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
白
州
の
法
は
違
う
と
い
う
こ
と
が
説

(

4

)

(

5

)

 

明
な
し
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
か
、
事
実
関
係
の
相
違
を
も
っ
て
連
邦
判
例
と
の
区
別
が
な
さ
れ
る
か
、
で
あ
る
の
が
通
例
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
州
裁
の
立
場
を
推
量
す
る
と
、
前
章
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
歴
史
的
に
み
た
場
合
、

裁
判
所
に
よ
る
経
済
的
自
由
の
実
質
的
保
障
こ
そ
確
立
し
た
伝
統
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
伝
統
を
覆
し
た
連
邦
最
高
裁
に
こ
そ
そ
の
正
当
化

の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
一
九
五
七
年
か
ら
七
六
年
ま
で
は
経
済
的
自

一
件
だ
け
で
あ
る
に
せ
よ
、
現
に
存
在
し
て
い
た
た
め
に
連
邦
と
州
の
相
違
が
多
少
な
り
と
も

(
6
)
 

ぽ
か
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

由
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
の
違
憲
判
決
が
、

気
、
《
り
円
u
h

、
も
う
一
つ
の
連
邦
判
例
と
の
相
違
を
基
礎
づ
け
う
る
要
素
と
し
て
、
州
憲
法
に
お
け
る
経
済
的
自
由
に
関
す
る
諸
規
定
の
、
合

衆
国
憲
法
と
の
相
違
が
あ
る
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
憲
法
は
、

ポ
リ
ス
・
パ
ワ

l
の
「
合
理

的
」
な
行
使
と
し
て
の
立
法
に
よ
る
制
約
を
認
め
つ
つ
も
「
何
人
も
私
有
財
産
を
取
得
し
、
所
有
し
、
支
配
し
、
使
用
し
、
享
受
し
、
保
護

(
7
)
 

し
、
処
分
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
州
と
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
の
憲
法
は
「
自
由
と
財
産
:
:
:
に
対
す

(8) 

る
恋
意
的
権
力
は
共
和
国
に
は
存
在
し
な
い
」
と
定
め
る
。
「
私
有
財
産
は
不
可
侵
で
あ
る
。
た
だ
し
公
共
の
福
祉
の
た
め
〔
の
規
制
は
〕

(
9
)
 

こ
の
限
り
で
な
い
」
と
す
る
の
は
オ
ハ
イ
オ
州
で
あ
る
。
よ
り
一
般
的
に
は
、
基
本
的
人
権
の
カ
タ
ロ
グ
の
な
か
に
「
生
命
と
自
由
を
享
受

(
日
)

し
保
護
す
る
権
利
、
財
産
を
取
得
し
、
所
持
し
、
保
護
す
る
権
利
お
よ
び
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
」
を
含
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
四
州
が
、
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(
日
)

生
命
、
自
由
、
幸
福
追
求
お
よ
び
自
ら
の
勤
労
の
報
酬
を
享
受
す
る
権
利
を
定
め
、
六
州
が
生
命
、
自
由
、
幸
福
追
求
の
権
利
を
基
本
的
人

(ロ)

権
と
し
て
保
障
し
て
い
る
。

ま
た
、
州
憲
法
に
お
い
て
は
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
制
定
す
る
際
に
、
制
憲
者
が
同
条
項
に
よ
る
実
体
的
司
法
審
査
を
予
定
し
て

い
く
つ
か
の
州
で
は
新
憲
法
を
制
定
す
る
に
つ
き
旧
憲
法
の
な
か
で
実
体
的
司
法
審

(
日
)

査
の
根
拠
に
用
い
ら
れ
て
い
た
条
項
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
お
り
、
ま
た
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
も
と
で
の
実
体
的
司
法
審
査
が
通

(
は
)

説
・
判
例
と
さ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
ロ
ッ
ク
ナ

l
期
に
初
め
て
デ
ュ

l
-
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
制
定
し
た
州
憲
法
も
そ
の
例
と
い
い
う
る
か
も

い
た
と
も
考
え
ら
れ
う
る
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

し
れ
な
い
。

「経済・社会立法」と司法審査(4・完)

(
日
)

法
の
平
等
保
護
を
定
め
る
規
定
は
、
多
く
の
州
憲
法
に
お
い
て
、
合
衆
国
憲
法
第
一
四
修
正
の
そ
れ
と
同
様
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
平
等

保
護
条
項
を
有
し
な
い
い
く
つ
か
の
州
憲
法
に
お
い
て
は
「
特
権
付
与
禁
止
」
条
項
や
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
て

(
団
)

い
る
。最

後
に
、
経
済
的
自
由
を
め
ぐ
る
州
判
例
の
検
討
に
際
し
て
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
独
立
の
経
済
的
自
由
保
障
条
項
を
有
し
て
い
る
州
の

場
合
で
も
、
裁
判
の
直
接
の
根
拠
は
デ
ュ
!
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
経
済
的
自
由
条
項
は
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条

項
を
実
体
的
保
障
規
定
と
解
釈
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
、
経
済
的
自
由
条
項
が
直
接
の
根
拠
規
定
と
さ
れ

る
場
合
で
も
同
時
に
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
が
援
用
さ
れ
る
の
が
通
例
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
が
併
用
さ
れ
る
例
が

多
い
た
め
、
以
下
の
検
討
に
際
し
て
は
、
連
邦
裁
判
所
の
判
例
と
の
比
較
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

(
げ
)

項
目
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。

一
括
し
て
す
べ
て
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
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説

実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス

三品
目岡

一
九
三
七
年
の
「
憲
法
革
命
」
後
、
連
邦
最
高
裁
の
進
路
変
更
に
直
ち
に
従
っ
た
州
裁
判
所
は
四
州
の
そ
れ
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
う
ち
一

(
路
)

つ
で
あ
る
キ
ャ
ン
ザ
ス
州
最
高
裁
は
「
革
命
」
前
か
ら
連
邦
最
高
裁
の
姿
勢
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
三
七
年
以
降
の
代
表
的
判
決
と
し

(
印
)

て
は
め
白
『
o
-
g
m
H
J
O
E
n
g
n。
・
〈
・
富
。

V-2-(58)
判
決
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
件
で
は
植
物
脂
肪
添
加
ス
キ
ム
・
ミ
ル
ク
の
販
売
を
禁
止
し

た
州
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
が
、
州
最
高
裁
は
、
違
憲
を
主
張
す
る
側
が
法
律
の
「
合
理
的
基
礎
」
の
不
存
在
を
主
張
立
証
し
な
い
か
ぎ

(
初
)

り
違
憲
判
決
は
下
さ
れ
な
い
と
し
て
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
違
反
の
主
張
を
斥
け
た
。

(

幻

)

(

忽

)

コ
ロ
ラ
ド
州
と
ミ
ネ
ソ
タ
州
も
こ
れ
に
続
い
た
が
、
両
州
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
と
も
に
白
州
の
州
憲
法
の
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
条
項

を
合
衆
国
憲
法
の
そ
れ
と
等
し
い
保
障
範
囲
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
解
釈
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

(
お
)

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
も
当
初
こ
の
動
き
に
従
う
よ
う
に
み
え
た
が
、

一
九
五
二
年
に
な
っ
て
時
計
製
造
業
の
免
許
制
を
定
め
た
州
法
を
、
当
該

(
包
)

業
種
は
「
公
益
に
影
響
し
な
い
」
か
ら
そ
の
規
制
は
不
合
理
で
あ
る
と
し
て
違
憲
判
決
を
下
し
、
再
度
態
度
を
改
め
た
。

一
九
六
一
年
に
な
っ
て
葬
儀
屋
が
防
腐
処
理
士
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
州
法
を
違
憲
と
し

(
お
)

て
、
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
法
理
を
再
生
し
た
の
で
あ
る
。

宇
ふ
れ
~
、

コ
ロ
ラ
ド
州
も
、

し
か
し
、

(
m
m
)
 

そ
の
後
ニ
ュ

l
・
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
が
問
。
。
認

Z
Z
F
2耳ミ

-zn
〈・

(UCE与
え

Z曲
目
印

E
(
5
2
)
判
決
に
お
い
て
連
邦
最

高
裁
に
従
う
姿
勢
を
み
せ
た
。
ニ
ュ

l
・
ヨ

l
ク
州
は
、

ニ
ュ

l

・
ヨ

l
ク
市
に
隣
接
す
る
郡
に
対
し
、
当
該
郡
内
に
あ
る
競
馬
場
に
つ
き

他
の
郡
の
二
倍
の
税
率
で
課
税
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
当
該
措
置
が
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
の
主
張
に
対
し
、
州
最
高
裁
は
、

当
該
郡
に
お
け
る
競
馬
の
開
催
に
際
し
て
は
他
の
郡
に
お
け
る
場
合
よ
り
も
周
辺
警
備
、
整
理
等
の
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
支
出
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
費
用
が
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
当
該
措
置
に
合
理
的
基
礎
が
な
い
と
は
い
い
き
れ
な
い
と
し
て
合
憲
判
決
を
下
し
た
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の
で
あ
る
。

(

幻

)

(

お

)

さ
ら
に
オ
ハ
イ
オ
州
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
最
高
裁
が
、
法
律
の
合
理
性
を
支
え
る
事
実
的
基
礎
が
想
定
さ
れ
う
る
限
り
法
律
は
違

憲
と
は
さ
れ
な
い
と
判
示
し
て
連
邦
最
高
裁
に
な
ら
っ
た
。

(
却
)

以
上
の
例
は
概
ね
連
邦
最
高
裁
の

C
E丹市仏

ω
g丹
市
的
〈
・
ゎ
旬
。
吉
岡
市

P
E
5
Z
判
決
で
採
用
さ
れ
た
「
合
理
的
基
礎
」
の
基
準
と
等
し
い
基

(
鈎
)

準
に
よ
っ
て
合
憲
判
決
が
導
か
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
こ
の
審
査
基
準
の
特
徴
を
も
う
一
度
整
理
し
て
お

こ
う
。
法
律
を
支
え
る
合
理
的
基
礎
を
想
定
す
る
、

と
は
、
直
接
に
は
立
法
目
的
と
法
律
の
と
る
手
段
が
合
理
的
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を

(
幻
)

基
礎
づ
け
る
事
実
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
正
当
た
り
う
る
立
法
目
的
の
範
囲
も
広
汎
に
承
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
も

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
基
礎
的
事
実
の
存
在
が
推
定
さ
れ
、
法
律
の
違
憲
を
主
張
す
る
側
が
立
法
の
合
理
性
を
基
礎
づ
け
る
事
実
の

(
刊
以
)

不
存
在
を
主
張
立
証
す
る
責
を
負
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
の
不
存
在
を
立
証
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
あ
ま
つ
さ
え
裁
判
所

(
お
)

が
口
頭
弁
論
終
結
後
に
自
ら
そ
の
事
実
の
存
在
を
想
定
す
る
と
な
る
と
、
こ
の
基
準
の
も
と
で
は
違
憲
判
決
は
ま
ず
望
め
な
い
こ
と
に
な

(
担
)

ろ、っ。つ
ぎ
に
、

よ
り
実
質
的
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
判
例
の
検
討
に
移
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
立
法
目
的
の
正
当
性
お
よ
び
目
的
と
手
段

の
関
連
性
の
双
方
に
つ
い
て
実
質
的
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

立
法
目
的
の
審
査
に
つ
い
て
顕
著
な
こ
と
は
、
法
律
を
正
当
化
し
う
る
立
法
目
的
の
裁
判
所
に
よ
る
想
定
が
原
則
と
し
て
な
さ
れ
ず
、
ま

た
、
「
現
実
の
目
的

(
R
Z包
旬
日
吉
田
市
ご
が
追
求
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
憲
法
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
一
定
の
事
項
を
立
法
目
的
と
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
州
裁
は
こ
の
場
合
議
会
が
法
律
自
体
の
な
か
で
明
示
し
て
い
る
立
法
目
的
の
み
を
採
用
す
る
の
が
通
例
で

(

お

)

(

お

)

あ
る
が
、
目
的
の
明
示
が
な
い
場
合
に
は
、
「
も
っ
と
も
あ
り
そ
う
な
目
的
」
を
裁
判
所
自
身
が
想
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
訴
訟
に
際
し
て
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説

(
幻
)

州
側
の
代
理
人
が
一
不
す
立
法
目
的
を
採
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
法
律
の
な
か
に
立
法
目
的
が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
裁
判
所
が
独
自
に
「
真
の
目
的
(
「

Z
J
E召
g
巾
)
」
も
し
く
は
「
動
機
言
。
門
戸
〈
巾
ご
を
追
求
し
、

そ
れ
に
照
ら
し
て
法
律
と
の
合
理
的

論

関
連
性
を
問
う
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
最
高
裁
に
お
い
て
オ
マ
ハ
市
の
臼
曜
休
業
条
例
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
際
、
同

裁
は
、
当
該
条
例
の
真
の
目
的
は
、
統
一
的
休
業
日
を
設
置
し
た
り
、
家
族
と
の
結
び
つ
き
を
促
進
し
た
り
、
宗
教
的
儀
式
を
奨
励
し
た
り

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
公
権
力
を
か
り
で
一
定
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
定
し
た
う
え
で
同
条
例
を
違
憲
と
判
示

(
お
}

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
で
検
討
す
る
公
正
取
引
法
の
真
の
目
的
に
つ
い
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
高
裁
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の

は
良
く
引
か
れ
る
例
で
あ
る
。
「
た
と
え
『
自
由
で
開
放
的
な
競
争
』
と
か

『
不
公
正
な
競
争
』
と
か
『
善
意
の
保
護
』
と
い
っ
た
よ
う
な

勿
体
ぶ
っ
た
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
〔
公
正
取
引
法
が
〕
小
売
段
階
に
お
け
る
競
争
を
阻
害
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
価
格

国
定
立
法
で
あ
る
こ
と
は
常
識
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
。
商
標
保
有
者
に
関
し
用
い
ら
れ
て
い
る
尤
も
ら
し
い
言
葉
は
、
単
な
る
申
し
訳
で

(
ぬ
)

あ
っ
て
制
定
理
由
で
は
な
い
」
。

先
に
あ
げ
た
後
者
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
憲
法
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
当
な
立
法
権
の
範
囲
を
越
え
る
も
の
と
し
て
、

し
ば
し
ば
違
憲
の
根
拠
と
さ
れ
る
立
法
目
的
の
顕
著
な
例
と
し
て
は
、
市
場
に
お
け
る
「
自
由
競
争
の
阻
害
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
あ
る
研
究

一
八
九
七
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
の
期
間
に
州
裁
判
所
が
扱
っ
た
経
済
的
自
由
を
巡
る
事
件
の
う
ち
六
割
近
く
が
こ
の
問
題

(ω) 

に
関
わ
る
と
い
う
。

に
よ
る
と
、

(
引
)

こ
の
禁
止
に
抵
触
す
る
と
さ
れ
た
代
表
例
が
、
先
に
も
触
れ
た
公
正
取
引
法
で
あ
る
。
こ
の
種
の
州
法
は
一
九
三
六
年
の
連
邦
最
高
裁
判

(
必
)

決
に
よ
り
合
意
と
判
示
さ
れ
、
一
九
五
六
年
の
段
階
で
は
こ
の
種
の
立
法
の
合
憲
性
を
審
査
し
た
一
二
州
の
裁
判
所
の
う
ち
、
違
憲
と
し
た

(

円

相

)

(

似

)

も
の
は
四
州
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
六
年
の
時
点
で
は
違
憲
と
す
る
州
が
半
数
を
超
え
た
。

公
正
取
引
法
に
お
い
て
と
く
に
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
「
非
署
名
者
(
ロ

S
ー
巴
宮
市
『
ご
条
項
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
再
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(
必
)

販
売
価
格
協
定
に
署
名
し
て
い
な
い
小
売
業
者
で
も
再
販
売
価
格
を
維
持
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
非
署
名
小
売
業
者
の
財

産
権
を
明
ら
か
に
制
約
す
る
当
該
条
項
の
合
憲
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
明
確
で
強
度
の
公
益
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

(
必
)

な
い
と
い
う
の
が
違
憲
判
決
の
論
旨
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
必
要
性
の
論
証
が
容
易
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。

公
正
取
引
法
に
関
す
る
近
時
の
代
表
的
判
決
と
し
て
は
、

(
幻
)

(
U
0

・〈・∞

Z
E
U
Z
E
U
E
O
P
E
n
-
判
決
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
以
前
に
同
裁
自
身
が
公
正
取
引
法
を
合
憲
と
判

(

必

)

(

川

叩

)

決
し
て
お
り
、
連
邦
最
高
裁
も
他
州
の
同
種
の
州
法
に
対
し
て
合
憲
判
決
を
下
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
承
知
の
う
え
で
、
た
と
え
州
憲
法
の

(
卯
)

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
と
合
衆
国
憲
法
の
規
定
が
同
一
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
合
衆
国
憲
法
の
解
釈
は
説
得
的
権
威

一
九
七
四
年
の
ノ

l
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
最
高
裁
に
よ
る
∞
ロ

Z
E
ぎ
巳
与

た
る
に
と
ど
ま
り
、
州
裁
に
よ
る
州
憲
法
解
釈
を
拘
束
し
な
い
と
明
確
に
述
べ
、
違
憲
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

ド
ラ
イ
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の
最
低
料
金
法
定
は
、
ま
ず
一
九
四

O
年
の
ノ

l
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
最
高
裁
に
よ
る
∞

g
丹
市
〈
出
血
『
三
日

(

日

)

(

臼

)

判
決
に
お
い
て
違
憲
と
さ
れ
た
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
が
こ
れ
に
続
い
た
。

散
髪
業
の
料
金
規
制
は
、

(
日
)

が
分
か
れ
た
が
、

い
く
つ
か
の
州
で
合
、
違
憲
判
決

一
九
三
七
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
が
違
憲
無
効
と
し
た
後
、

(
弘
)

さ
ら
に
そ
れ
以
降
は
違
憲
判
決
が
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
八

0
年
代
の
価
格
規
制
違
憲
判
決
の
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
最
高
裁
の
戸
0
5
回
目
ロ

O
R
E
R
o
-
-ロ門田〈
-
Z
与・

(
日
)

『
S
E
E
G
E
C円
(
U
O

回
同
『
己
(
リ
。
自
国
H
E
M
-
S
(
呂
∞
品
)
判
決
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
酒
の
却
売
業
者
に
よ
る
小
売
業
者
に
対
す
る
デ
イ
ス
カ
ウ
ン

ト
を
制
限
し
た
州
法
が
州
憲
法
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
す
る
と
さ
れ
た
。
州
最
高
裁
は
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ

i
に
基
づ
く
規
制
立

法
は
公
共
の
安
全
、
健
康
、
道
徳
お
よ
び
福
祉
の
増
進
の
い
ず
れ
か
を
目
的
と
し
、

そ
の
目
的
に
対
し
実
質
的
(
『

g
Z『印ロ
Z
Sロ
5
3
な

関
連
性
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
言
し
た
う
え
、

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
の
全
面
的
制
限
は
公
共
の
福
祉
の
増
進
と
実
質
的
関
連
性

を
持
た
な
い
と
断
定
し
た
の
で
あ
る
。
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説

一
九
八
六
年
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
最
高
裁
が
、
小
売
ス
タ
ン
ド
に
対
し
て
ガ
ソ
リ
ン
を
卸
値
で
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
州
法
を

(

日

)

(

閉

山

)

違
憲
と
し
て
い
る
。
価
格
規
制
違
憲
判
決
は
、
他
に
ミ
ル
ク
等
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。

ま
ふ
れ
~
、

自命

州
裁
判
所
に
よ
る
自
由
競
争
原
則
重
視
の
傾
向
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
第
二
一
の
分
野
と
し
て
は
、
法
令
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
規

制
も
し
く
は
そ
れ
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。

比
較
的
最
近
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、

(
路
)

一
九
七
三
年
の
古

2
〉

2
2
2
ユ
E
0
4
F
E
-
-
E円
判
決
で
あ
る
。

ノ

l
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ナ
州
は
、
私
立
病
院
の
新
設
に
際
し
て
は
州
の
医
療
委
員
会
か
ら
新
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
た
。
こ
れ
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
的
発
展
と
医
療
費
の
抑
制
を
目
指
す
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
他
の
い
く
つ
か
の
州
で
も
同
様
の

立
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
州
最
高
裁
は
、
病
院
業
を
、
こ
れ
ま
で
同
裁
が
免
許
制
を
と
る
こ
と
を
違
憲
と
し
て
き
た
他
の
業
種

と
同
視
し
た
う
え
、
本
件
州
法
の
「
真
の
目
的
」
は
既
存
病
院
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
定
し
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
個
人
が

(
日
)

病
院
業
を
新
た
に
営
む
こ
と
を
規
制
す
る
の
は
州
憲
法
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
違
反
と
な
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
に
お
い
て
も
、
同
種
の
理
由
で
州
の
酒
類
委
員
会
に
酒
類
の
販
売
代
理
権
に
つ
い
て
広
汎
な
規
制
権
を
付
与
し
た

(ω) 

州
法
が
違
憲
と
さ
れ
て
い
る
。
テ
ネ
シ
ー
州
に
お
い
て
、
新
し
く
ガ
ソ
リ
ン
貯
蔵
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
市
条
例
が
、
そ
の
効

果
と
し
て
市
内
で
の
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
の
新
設
を
阻
害
し
、
既
存
の
ス
タ
ン
ド
の
「
独
占
」
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
無
効
と

(
臼
)

さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
例
と
い
え
よ
う
。

自
由
競
争
規
制
立
法
と
並
ん
で
、
正
当
な
立
法
目
的
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
例
と
し
て
経
済
的
再
配
分
立
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

全
体
と
し
て
の
社
会
の
利
益
の
増
進
を
伴
わ
な
い
再
配
分
的
立
法
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
他
の
グ
ル
ー
プ
に
経
済
的
権
力
あ
る
い
は
資
産
を

立
法
的
に
移
転
す
る
、
換
言
す
れ
ば
、
社
会
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
み
を
利
す
る
た
め
に
他
の
グ
ル
ー
プ
を
犠
牲
に
す
る
立
法
を
禁
ず
る
と
い

う
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
前
章
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
と
の
関
連
で
検
討
し
た
円
E
Z
Z四
回
己
主
5
ロ
の
禁
止
と
本
質
的
に
同
じ
も
の
と
い
う
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」
と
が
で
き
る
。

イ
リ
ノ
イ
州
配
管
業
免
許
法
を
違
憲
と
判
決
す
る
に
際
し
、
同
州
最
高
裁
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
こ
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
本
件
特
権
付
与
が
、
配
管
業
と
、
他
の
公
衆
の
健
康
、
安
全
、
福
祉
に
関
わ
る
職
業
と
の
実
質
的
な
区
別
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
や
、
免

許
を
受
け
て
い
る
配
管
工
が
、

ク
ラ
ス
と
し
て
、
当
該
職
業
の
固
有
の
特
質
上
、
現
在
保
持
し
て
い
る
特
権
が
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
公
衆

(

何

回

)

の
利
益
と
な
る
よ
う
な
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
。

し
か
し
、
「
憲
法
革
命
」
後
の
州
判
例
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、
か
つ
て
の
三
回
目
的
芯
包
己
主
5
ロ
の
禁
止
よ
り
も
許
容
さ
れ
る
「
例
外
」
が

か
な
り
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
犯
罪
の
減
少
や
疾
病
の
防
止
あ
る
い
は
社
会
的
安
全
の
増
進
と
い
っ
た
効
果

を
有
す
る
立
法
で
あ
れ
ば
、
相
対
的
に
弱
体
な
グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い
は
自
ら
の
力
の
及
ば
な
い
理
由
で
損
害
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
を
利
す
る

(
臼
)

よ
う
な
再
配
分
立
法
も
正
当
な
ポ
リ
ス
・
パ
ワ

1
の
行
使
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「経済・社会立法」と司法審査(4・完)

経
済
的
自
由
の
規
制
立
法
に
対
す
る
実
質
的
司
法
審
査
を
行
っ
て
い
る
州
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
立
法
目
的
に
対
し
て
一
定
の
制

約
を
設
け
て
い
る
と
同
時
に
、
目
的
と
手
段
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
天
然
甘
味
料
以
外
の
甘
味
料
を
使
用
し
た
炭
酸
飲
料
の
製
造
を
禁
ず
る
州
法
を
違
憲
無
効
と
す
る
際
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
州

最
高
裁
が
述
べ
た
よ
う
に
、
「
法
律
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
手
段
は
、
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
的
に
現
実
的
か
つ
実
質
的
な
関
連
を
有
し
て
い
な

(

臼

)

(

白

山

)

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
要
求
す
る
例
は
少
な
く
な
い
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
「
現
実
的
か
つ
実
質
的
関
連
性
」
の
基
準
の
も
と
で
は

ど
の
程
度
の
関
連
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
確
に
論
じ
て
い
る
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

い
わ
ゆ
る
「
合
理
的

基
礎
」
の
テ
ス
ト
よ
り
も
密
接
な
そ
れ
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
く
、
ま
た
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
「
〔
現
実
的
か
っ
実
質
的
関

(
白
山
)

連
性
の
存
否
に
つ
い
て
の
〕
最
終
的
判
断
は
裁
判
所
が
行
う
」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

よ
り
具
体
的
な
テ
ス
ト
と
し
て
他
の
州
裁
判
例
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、

い
わ
ゆ
る
「
よ
り
制
限
的
で
な
い
他
に
選
ぴ
う
る
手
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説

段
(
以
下
L
R
A
と
呼
ぶ
)
」

の
テ
ス
ト
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
薬
品
の
価
格
広
告
を
禁
止
す
る
州
法

を
審
査
し
た
際
に
、
州
側
が
、
小
売
薬
局
が
広
告
を
み
て
安
価
な
薬
品
を
大
量
に
購
入
し
、

そ
の
結
果
、
長
期
の
在
庫
の
た
め
に
品
質
低
下

論

が
生
ず
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を
立
法
目
的
と
し
て
あ
げ
た
の
に
対
し
、

そ
の
目
的
は
他
に
存
在
す
る
刑
事
、
民
事
制
裁
手
段
に
よ
っ
て
達
成
さ

(

門

別

)

れ
う
る
と
指
摘
し
、
価
格
広
告
禁
止
は
当
該
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

他
に
こ
の
テ
ス
ト
を
正
面
か
ら
採
用
し
た
例
と
し
て
は
、

(
白
山
)

イ
リ
ノ
イ
州
最
高
裁
に
よ
る
百
四
ロ

E
〈・

(VEgg-ロ
印
判
決
が
あ
げ
ら
れ
る
。
家

内
労
働
に
よ
る
金
属
ス
プ
リ
ン
グ
製
造
を
禁
止
す
る
州
法
が
争
わ
れ
た
本
件
に
お
い
て
、
州
は
、
家
内
労
働
者
と
そ
の
子
ど
も
を
保
護
す
る

た
め
の
保
安
立
法
と
し
て
当
該
州
法
の
正
当
化
を
試
み
た
が
、

一
方
、

一一

O
人
の
家
内
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
原
告
は
、
過
去
八
年
間

無
事
故
で
あ
る
事
実
を
摘
示
し
た
。
第
一
審
の
州
地
裁
は
、
家
庭
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
工
作
機
械
の
機
構
上
、
危
険
性
の
存
す
る
こ
と
を

認
定
し
た
が
、
州
最
高
裁
は
、
上
告
人
(
原
告
)
の
主
張
に
基
づ
き
、
機
械
の
一
部
改
修
に
よ
り
そ
の
危
険
性
が
完
全
に
消
滅
す
る
こ
と
を

刃
b
h
J

、

-=="μLA 

L
R
A
テ
ス
ト
を
適
用
し
て
当
該
州
法
を
違
憲
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

，

圃

吊

v

-

-

d

、

J
j
J
J
1」

L
R
A
テ
ス
ト
に
関
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
代
替
手
段
の
存
在
あ
る
い
は
不
存
在
の
主
張
立
証
責
任
が
い
ず
れ
の
側
に
課
さ

れ
る
か
で
あ
る
。
右
の
百
官

E
判
決
は
、
法
律
の
違
憲
を
主
張
す
る
側
の

L
R
A
存
在
の
主
張
に
基
づ
き
下
さ
れ
た
判
決
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
経
済
的
自
由
を
め
ぐ
る
事
案
に
お
い
て
は
、
違
憲
を
主
張
す
る
側
に

L
R
A
が
存
在
す
る
旨
の
主
張
立
証
を
す
る
責
任
が
課
さ
(ω) 

れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
合
に
違
憲
の
結
論
が
導
か
れ
る
こ
と
は
、
実
の
と
こ
ろ
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
司
法
的
確
知

C
E
E包
ロ
o
Z
2
)
あ
る
い
は
「
常
識

(
B
E
E
S
-
8
0ぎ
ぽ
企
巾
)
」
に
よ
り
明
ら
か
に
代
替
手
段
が
存
在
す
る
と
思
わ

(
初
)

れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
不
存
在
の
立
証
責
任
が
州
側
に
転
換
さ
れ
て
お
り
、
違
憲
判
決
が
結
果
す
る
の
が
例
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
規
制
立
法
の
目
的
の
正
当
性
お
よ
び
手
段
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
様
々
の
内
容
、
程
度
の
審
査
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
立
法
目
的
が
正
当
で
あ
り
、

か
つ
手
段
と
合
理
的
に
関
連
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
も
、

な
お
、

そ
の
法
律
の
執
行

北法43(6・104)1378 



に
付
随
し
て
生
ず
る
害
悪
の
重
大
さ
が
、
達
成
さ
れ
る
公
的
利
益
を
上
回
る
場
合
に
は
違
憲
と
さ
れ
る
と
い
う
「
利
益
衝
量
」
の
テ
ス
ト
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
比
較
的
新
し
い
代
表
例
と
目
さ
れ
る
の
が
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
最
高
裁
に
よ
る
わ
主

g
問
。
除

Z
O
『
吾
巧

B
R
E
E
F
-者
宅

〈

E

(η) 

3
-
Z丹
市
判
決
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
様
々
な
列
車
の
運
用
に
際
し
、

一
定
数
の
乗
務
員
を
乗
務
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
い
わ
ゆ
る
ベ
ロ

円
『

2
一
宮
垣
ョ
の
合
憲
性
が
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
最
高
裁
は
、
た
と
え
当
該
州
法
が
鉄
道
の
安
全
の
確
保
と
い
う
正
当
な
立
法
目

的
を
達
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
に
よ
り
鉄
道
会
社
に
課
さ
れ
る
コ
ス
ト
が
安
全
の
確
保
と
い
う
利
益
に
比
べ
て
「
甚
だ
し
く
不
均

衡
」
で
あ
る
場
合
に
は
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
違
反
と
な
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ス
ト
に
よ
る
判
断
の
結
果
、
客
車
を
牽
引

し
て
い
な
い
機
関
車
一
両
に
つ
き
三
名
乗
務
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
条
項
が
違
憲
と
さ
れ
、
他
の
条
項
は
合
憲
と
さ
れ
た
。

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

こ
れ
ら
の
テ
ス
ト
の
他
に
、
二
、
三
の
州
裁
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
規
制
対
象
と
さ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
「
公
益
に
関
わ
る
」

も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
に
よ
る
規
制
の
可
否
を
決
す
る
と
い
う
テ
ス
ト
が
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
一

(

η

)

(

ね
)

九
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
め
に
か
け
て
連
邦
最
高
裁
が
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
三
四
年
の

zmσ
玄

白

〈

-
Z
2句
、
可
。
ユ
判
決
に
よ
り
連
邦

(

九

)

(

お

)

(

村

山

)

(

作

)

最
高
裁
に
お
い
て
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
州
裁
に
お
い
て
は
そ
の
後
も
ア
ラ
パ
マ
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
、

(
沼
)

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
経
済
的
自
由
の
規
制
立
法
に
対
す
る
司
法
審
査
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
州
に
お
い
て
は
連
邦
最
高
裁
の

変
化
に
伴
い
、
議
会
の
広
汎
な
立
法
裁
量
を
認
め
る
「
合
理
的
基
礎
」
の
テ
ス
ト
を
採
用
し
て
い
る
も
の
の
、
少
な
か
ら
ぬ
他
の
州
で
は
実

体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
法
理
は
健
在
で
あ
り
、
「
現
実
的
か
っ
実
質
的
な
関
連
性
」
の
テ
ス
ト
、
あ
る
い
は

L
R
A
、
利
益
衡
量
等
の
テ

ス
ト
に
よ
っ
て
実
際
に
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
州
で
も
数
の
う
え
で
は
合
憲
判
決
の
方
が
多
い
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、

た
だ
、
合
憲
判
決
を
下
す
に
際
し
で
も
、
裁
判
所
が
独
自
に
そ
の
立
法
の
合
理
性
を
審
査
し
た
う
え
で
ポ
リ
ス
・
パ
ワ

l
の

北法43(6・105)1379



説

正
当
な
行
使
で
あ
る
と
判
定
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
法
律
の
実
体
的
合
理
性
は
裁
判
所
の
判
断
し
う
る
、
ま
た
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と

(
乃
)

い
う
姿
勢
を
原
則
と
し
て
崩
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
。

論

し
か
し
、
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
適
用
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
の
ロ
ッ
ク
ナ

l
期
の
そ
れ
と
は
、

と
く
に
時

の
経
過
と
と
も
に
隔
た
り
を
み
せ
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
立
法
目
的
の
正
当
性
の
範
囲
が
大
き
く
拡
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

ロ
ッ
ク
ナ

1
期
に
は
一
律
に
非
難
さ
れ
た
立
法
に
よ
る
富
の
移
転
も
、
と
く
に
社
会
的
に
「
下
方
」

へ
の
移
転
は
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
し
、
目
的
と
手
段
の
関
連
性
の
審
査
も
、

ロ
ッ
ク
ナ

l
期
に
は
ほ
ぼ
一
律
に
「
必
要
性
(
あ
る
い
は

L
R
A
)
」

の
テ
ス
ト
が
と
ら

れ
て
い
た
の
に
比
べ
、

一
般
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
、
違
憲
無
効
と
さ
れ
て
い
る
立
法
の
種
類
を
眺
め
て

も

ロ
ッ
ク
ナ

l
期
に
は
労
働
時
間
規
制
法
、
最
低
賃
金
法
、
労
働
組
合
を
助
成
す
る
立
法
、
価
格
統
制
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
規
制
法

な
ど
が
主
た
る
攻
撃
の
対
象
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

そ
の
後
の
州
裁
で
は
、
少
な
く
と
も
前
三
者
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

平
等
保
護

平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
の
司
法
審
査
は
、

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
も
と
で
そ
れ
と
基
本
的
に
同
一
の
構
造
を
有
し
て
お
り
、
立
法

目
的
の
正
当
性
と
目
的
と
手
段
の
関
連
性
が
審
査
さ
れ
る
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
等
保
護
条
項
に
基
づ
く
州
裁
判
所
の
審
査
の
姿
勢
も
デ

ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
基
づ
く
そ
れ
と
同
じ
傾
向
を
み
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

現
在
の
連
邦
最
高
裁
が
「
経
済
・
社
会
立
法
」
に
対
し
て
と
っ
て
い
る
の
と
同
じ
「
合
理
的
基
礎
」

(
別
)

多
く
の
州
裁
は
よ
り
実
質
的
な
審
査
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
ァ

ス
トい
をく
採っ
用か
し σコ
て州
い裁
る合判
がoV所
、で

他は
の

北法43(6・106)1380



た
だ
、
州
に
お
け
る
経
済
・
社
会
立
法
に
対
す
る
平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
の
司
法
審
査
の
特
徴
と
い
え
る
こ
と
と
し
て
、
立
法
目
的
自

体
の
実
質
的
審
査
に
基
づ
く
違
憲
判
決
の
例
が
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
論
的
に
は
、
あ
る

グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
み
を
図
る
立
法
は
法
の
平
等
保
護
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
本
条
項
違
反
と
な
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
三
回
目
的

Z
m
E白
色
。
ロ
の
禁
止
と
し
て
伝
統
的
に
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
(
-
担
当
え

S
Z
E
e
条
項
の
も
と
で
扱
わ
れ
、
判
例
が
集
積
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
こ
れ
に
従
っ
て
審
査
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
平
等
保
護
条
項
の

も
と
で
の
審
査
の
独
自
性
は
、
も
っ
ぱ
ら
立
法
目
的
と
の
関
連
で
、
し
か
る
べ
く
平
等
処
遇
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
審
査
に
現
れ
る
。

換
言
す
る
と
、
平
等
保
護
法
理
に
よ
り
法
律
が
違
憲
と
さ
れ
る
の
は
、
当
該
法
律
が
実
質
的
に
正
当
な
目
的
を
増
進
す
る
も
の
で
あ
る
た
め

実
体
的
デ
ュ

l
h
プ
ロ
セ
ス
の
基
準
に
は
合
致
す
る
も
の
の
、
原
告
を
、
彼
な
い
し
彼
女
と
同
等
の
立
場
に
あ
る
者
(
と
く
に
競
業
者
)

同
等
に
扱
っ
て
い
な
い
と
い
う
場
合
で
あ
る
。

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

た
と
え
ば
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
に
お
い
て
は
一
定
の
小
売
商
の
み
に
対
し
営
業
を
禁
止
す
る
日
曜
休
業
条
例
が
、
こ
の
区
別
に
は
合
理
性
が

(
幻
)

認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
違
憲
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
州
で
は
、
主
要
道
路
か
ら
一

O
O
フ
ィ
ー
ト
以
内
に
位
置
す
る
廃
物
回
収
業
者
に

(
幻
)

対
し
、
他
の
業
者
よ
り
高
額
の
免
許
料
を
賦
課
す
る
こ
と
が
違
憲
と
さ
れ
て
い
る
。

平
等
保
護
法
理
に
関
す
る
州
裁
判
所
に
お
け
る
近
時
の
顕
著
な
動
き
は
、
平
等
保
護
法
理
の
い
わ
ゆ
る
中
間
的
基
準
な
い
し
厳
格
な
合
理

性
の
基
準
が
経
済
的
自
由
の
領
域
で
も
自
覚
的
に
適
用
さ
れ
る
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
七
二
年
に

(

創

)

(

お

)

ガ
ン
サ

l
(の巾『白
E
の
=
三
宮
市
『
)
教
授
が
発
表
し
た
論
文
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

ガ
ン
サ

l
の
提
言
に
つ
い
て
は
わ
が
国
で
も
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
無
意
味
で
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
手
段
指
向
的
な
中
間
的
審
査
の
も
と
で
法
律
(
上
の
分
類
)

の
合
憲
性
が
承
認
さ
れ
る
た
め
に
は
、

そ
こ
で
の
分
類

が
立
法
目
的
を
実
質
的
に
促
進
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
立
法
府
の
政
策
選
択
の
表
明
で
あ
る
立
法
目
的
自 と

北法43(6・107)1381



説

体
の
司
法
審
査
は
、
民
主
制
に
お
け
る
価
値
選
択
は
立
法
府
が
行
う
と
い
う
根
本
命
題
と
抵
触
す
る
た
め
に
回
避
し
、
政
府
側
の
有
権
的
ソ

l

ス

(
法
律
自
体
に
お
け
る
目
的
の
表
明
、
立
法
過
程
に
お
け
る
目
的
へ
の
論
及
、
裁
判
に
際
し
て
の
政
府
側
代
理
人
の
主
張
)

が
示
す
立
法

自冷

そ
の
立
法
目
的
と
当
該
法
律
(
上
の
分
類
)

目
的
を
、
裁
判
所
は
一
切
の
想
定
、
仮
想
な
し
で
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
、

と
の
実
質
的
関
連
性

の
存
否
の
み
を
審
査
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
し
た
が
っ
た
リ

l
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
み
ら
れ
る
の
が
、

(
凹
叩
)

玄
巾
ユ
o
判
決
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
無
償
で
他
人
の
車
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
た
者
は
、
運
転
者
の
過
失
で
損
害
を
被
っ
て
も
運
転
者
に
対

一
九
七
三
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
に
よ
る
∞

5
耳
ロ
〈

し
て
賠
償
請
求
が
で
き
な
い
旨
を
定
め
た
好
意
同
乗
法
が
、
土
地
へ
の
客
(
こ
の
場
合
は
土
地
所
有
者
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
)

と
の
比

較
の
う
え
で
争
わ
れ
た
。
「
合
理
的
基
礎
」
テ
ス
ト
を
採
用
す
べ
き
と
の
主
張
を
斥
け
て
違
憲
判
決
を
下
す
に
際
し
、
同
最
高
裁
は
、
「
想
像

力
を
駆
使
す
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
な
区
別
も
支
持
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
、
理
論
的
に
は
『
想
定
し
う
る
』
が
ま
っ
た
く
非
現
実
的

な
立
法
目
的
を
考
え
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
法
廷
は
、
憲
法
の
定
め
る
裁
判
機
能
が
そ
の
よ
う
な
立
法
目
的
に
つ
い
て
の
高

度
に
虚
構
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
べ
き
だ
と
は
思
わ
な
い
」
と
述
べ
、
州
側
の
主
張
し
た
立
法
目
的
、
す
な
わ
ち
、
歓
待
の

精
神
(
吉
田
空

S
E可
)
の
保
護
お
よ
び
共
謀
訴
訟
の
防
止
の
目
的
を
、
実
際
に
は
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
も
の
と
し
つ
つ
も
そ
の
ま
ま
受
入
れ
、

れ
を
本
件
区
別
が
実
質
的
に
促
進
す
る
か
否
か
を
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ガ
ン
サ

l
・
モ
デ
ル
の
影
響
は
、

(U) 

ア
ラ
ス
カ
州
最
高
裁
に
よ
る
ケ
美
的
。
ロ
〈
・
宮
内

ra判
決
に
も
み
ら
れ
る
。
本
件
で
は
、

ア
ラ
ス
カ
州

の
領
水
内
で
の
漁
業
免
許
取
得
資
格
を
定
め
た
州
法
が
争
わ
れ
た
が
、
同
法
の
規
定
す
る
資
格
要
件
が
、
同
法
自
体
の
宣
明
す
る
立
法
目
的

と
「
適
正
か
つ
実
質
的
に
関
連
」
し
て
い
な
い
と
し
て
違
憲
と
判
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

北法43(6・108)1382
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説

幸
福
追
求
の
権
利
」
を
欠
い
て
い
る
)
・

5
与
の
富
山
門
白
『
ニ
恒
(
「
幸
福
追
求
の
権
利
」
を
欠
い
て
い
る
)
。

(
日
)
〉
}
出
回
昨
由
。
。
口
比
・
国
吋
門
戸
間
円
宮
』
的
目
。
=
コ
。
。
ロ
印
円
・
陪
『
門
戸
副
作

Z
C
『
s
n白『
o
-
E
h
w
h
D
ロ
凹
門
出
「
門
戸
叩
H

・
0
r
Z
F
O
吉田
h
c
口
印
仲
田
司
門
戸
一
即
日

(
ロ
)
〉
Z
Z自
白
の
Cロ
え
・
白
『
仲
間
・
叩

r
E
E
C
-目
。
S
2・
白
江
戸
間
同
一

-
E
E
E
(リ
C
E
2・
白
『
こ
・

2
・
間
内
田
口
回
目
的
。
自
己
巴
-
-
三
百
四

F
F
2一
者

5
0
5
5

(UO口
印
戸
山
『
ニ
-
間
同
一
宅
苫
吉
田
岡

(
U
D
S
F
Rニ
-
間
N
-

(
日
)
た
と
え
ば
、
一
九
七
六
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
憲
法
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項

(
C
g
a
s
pロえ
-
Rニ・

2
・
4

亡
)
は
、

Z
Rユ∞〈目

U
E
R
E
-

。
吋
∞
開

N
【目。。
N

(
の
g
『阿

5
5
E
)
に
お
い
て
実
体
的
司
法
審
査
の
根
拠
と
さ
れ
た
条
項
と
同
一
で
あ
る
。

(
凶
)
明
間
・
〉
ユ
N
O
口
問
。
。
口
問
片
・
回
ユ
戸
笠
(
一
九
一

O
年
制
定
)
、
ぎ
即
日
F
日開
H
C
E
P
E印
片
・
釦
司
門
戸
間
ω
(
一
八
八
九
年
制
定
)
。

(
日
)
切
開
〉
Z
目
r
担
。
。
ロ
印
戸
田
三
円
間
同
一
【
--50
戸田

noロ
2
・
白
「
門
戸
間
一
行
冨
広
回
。
己
『
回
。
。
口
広
・
白
「
門
戸
閉
N

・

(
日
)
た
と
え
ば
、
ア

l
カ
ン
ソ

l
州
憲
法
は
、
「
す
べ
て
の
市
民
に
対
し
平
等
に
等
し
い
条
件
で
与
え
ら
れ
な
い
特
権
又
は
免
除
を
、
い
か
な
る
市

民
に
も
、
あ
る
い
は
市
民
の
ク
ラ
ス
に
も
付
与
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
〉
『

E
E
g
n
o
E
2・
R
丹
戸
官
∞
・
同
様
の
規
定
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
憲
法
令
国
三
0
3
5
n
D目的円
-
Rニ
-
匂
)
等
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
明
示
的
に
省
内
己
恒
三
円

g
g
r包印
-
5
0ロ
を
禁
ず
る
条

項
を
有
す
る
州
憲
法
も
あ
る
。
問
問
-
P
E
E
n写
(
U
D口
印
門
官
。
・
ま
た
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
が
己
目
的
こ

a
E住
吉
の
禁
止
と
い
う
形
で
権

利
の
平
等
を
保
障
す
る
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
前
章
一
節
で
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
ア
ラ
パ
マ
州
に
は
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ

ス
条
項
は
あ
る
が
平
等
保
護
条
項
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
、
州
議
会
の
質
問
に
答
え
る
な
か
で
、
同
州
の
最
高
裁
は
、
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス

と
平
等
保
護
の
保
障
は
そ
の
範
囲
に
お
い
て
同
一
で
は
な
い
が
、
権
利
の
平
等
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
根
本
的
要
請
で
あ
り
、
と
も
に
三
曲
目
印

-巾四回己主
5
ロ
を
禁
じ
て
い
る
旨
言
明
し
て
い
る
。
。
司
5
5ロ
ロ
ご
宮
古
目
立
円
巾
少
土
∞
。
‘
N

己
叶
叶
印
-
寸
寸
寸
(
〉
Z
E自由

SKHmv)・凹巾巾担
-
g
t
ξ
g
Eロ
m
w
g

Z
民
-
ロ
印

C
C
目〈・∞
D
白
『
品
。
問
見
巾
〈
尽
耳
-
G
品
〉

N
乱
仏
品

ω-KH品叶
(
Z
巾
耳
』
巾
「
田
町
可
同
匂
品
。
)

(
げ
)
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
併
用
せ
ず
に
経
済
的
自
由
条
項
だ
け
で
裁
判
さ
れ
て
い
る
例
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
た
と
え
ば
、
憲
法
規
定
の
例

の
冒
頭
に
あ
げ
た
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
、
一
九
七
七
年
に
当
該
条
項
の
み
に
基
づ
い
た
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。
本
件
で
は
、
マ
リ
フ
ァ

ナ
を
積
ん
で
い
た
パ
ン
が
麻
薬
等
の
禁
制
品
を
積
載
し
た
車
両
を
没
収
す
る
旨
を
定
め
た
州
法
に
基
づ
き
没
収
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
パ
ン
の

所
有
者
が
善
意
の
第
三
者
で
あ
っ
た
た
め
(
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
使
用
し
て
い
た
者
の
母
親
)
、
彼
女
が
当
該
州
法
の
違
憲
を
理
由
に
パ
ン
の
返
還
を

求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
請
求
を
認
め
て
同
法
を
一
部
違
憲
と
す
る
判
決
を
下
す
に
際
し
て
同
州
の
最
高
裁
は
、
当
該
憲
法
条
項
は
、
私
有
財

産
権
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
広
汎
な
保
障
を
与
え
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
合
衆
国
憲
法
は
も
と
よ
り
、
他
の
州
憲

論

北法43(6・110)1384 
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(~) See Topeka Laundry Co. v. Court of Industrial Relatior瓜 237P. 1041 (Kansas 1925).持主とや当'キ4主t!*'毒量削811i民単.4同様
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(ヨ)102 P. 2d 1044 (Kansas 1940). 
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4~J ~~歪さ!i型紙写字表ゐヨヨX1J~令(，l~為総会í'~ゐ ， >¥J ~二三盆(吋 ε泡l特522己主 United States v. Carolene Products Co.， 304 U. 

S. 144 (1938) ~主役) さ， 14-~喜字選、l<J~恒-Q~ '<， ν4日射器~-\J収) .長 νエr.(l。 刑制民事務 8~ -\J-.J ν， Carolene Products Co. v. 

McLaughlin， 5 N. E. 2d 447 (Illinois 1936); Carolene Products Co. v. Thomson， 267 N. W. 608(Michigan 1936); Carolene 

Products Co. v. Banning， 268 N. W. 313 (Nebraska 1936). 特立~:t: 84o蝋容器8~-\J-.Jν， Carolene Products Co. v. Harter， 

197 A. 627 (Pennsylvania 1938). 
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(~) McElhone v. Geror， 292 N目 W.814(Minnesota 1940); Anderson v. City of St. Paul， 32 N. W. 2d. 538(Minnesota 1948). r組
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(幻)Herrin v. Arnold. 82 P. 2d. 977 (Oklahoma 1938); Dry Cleaners' Board v. Compton. 205 P. 2d 286(Oklahoma 1949)ー

(0:;) State ex rel. Whetsel v. Wood. 248 P. 2d 612 (Oklahoma 1952) 

(自)Cleere v. Bullock. 361 P. 2d 616 (Colorado 1961). 

(お)218 N. E. 2d 539(New York 1966) 
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説

(
部
)
の
2
2
包
回
、
巾
円
(
U
0
・
〈
・
}
ハ
F
E
Z
-
こ
巾
耳
巾
2
2
P
宮
内
-
-
Z
N
Z
-
何
-
N
色
合
印
N
(
冨
曲
目
的
R
E
8
円
片
山
5
2
)
一
。
。
『
ヨ
ロ
明
白
血
回
目
当
。
『
宮
〈
〉
ロ
ロ
除
図
。
宮
-

-
E
リ
・
-
N
川
町
品
Z
・
開
-
N
且
ω
印
品
(
富
山
広
印
同
門
町
口
印
巾
丹
門
的
H
m
u
J
1
ω
)

(
却
)
ω
。
品
己
・
∞
-
H
品
品
(
同
市
出
∞
)
・

(
却
)
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
経
済
・
社
会
立
法
」
に
関
す
る
合
憲
判
決
は
こ
の
基
準
に
よ
る
も
の
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
憲
法
革
命
」
以

前
の
連
邦
最
高
裁
が
、
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
法
理
に
よ
り
な
が
ら
多
く
の
合
憲
判
決
を
下
し
た
よ
う
に
、
州
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
伝

統
的
基
準
の
も
と
で
も
多
く
の
合
憲
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
眼
鏡
商
に
関
す
る
規
制
立
法
に
対
し
、
連
邦
最
高
裁
は
「
合
理
的

基
礎
」
の
テ
ス
ト
を
採
用
し
裁
判
所
自
身
に
よ
る
事
実
的
基
礎
の
想
定
ま
で
行
っ
た
う
え
で
合
憲
判
決
を
下
し
て
い
る
一
司
王
E
呂
田
C
口
〈
-
F
2

0
宮

-z-ゎ
P
E
∞
C
'
ω

昌一
ω
(
呂
町
印
)
一
が
、
同
種
の
立
法
に
対
し
、
州
裁
判
所
は
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
に
よ
る
正
当
な
立
法
目
的
た
る
公
衆
の

健
康
維
持
と
当
該
州
法
と
の
関
連
性
を
実
質
的
に
審
査
し
た
う
え
で
合
憲
判
決
を
下
し
て
い
る
。
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岡
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ω
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N
N
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ω
品
(
]
戸
山
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印
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(
幻
)
公
衆
の
健
康
、
安
全
、
モ
ラ
ル
と
い
っ
た
伝
統
的
に
ポ
リ
ス
・
パ
ワ

l
行
使
の
目
的
と
認
め
ら
れ
て
き
た
対
象
に
つ
い
て
は
各
州
と
も
問
題

な
く
承
認
し
て
い
る
と
い
え
る
〔
印
忠
巾
・
四
-
p
c
Z
巾
巾
同
「
巳
・
0
5
z
Z
〈
'
E
∞
g
ロ
Z
E
G
u
g
〈
巾
F
E
n
-
品
匂
(
)
同
Y
N
且
ゆ
八
日
。
(
。
。
一
2
E
C
E
ご
)
〕
が
、

さ
ら
に
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ

l
行
使
の
第
四
の
正
当
目
的
と
さ
れ
る
「
一
般
福
祉
(
間
E
2
包
耳
巾
5
2
)
」
の
増
進
の
な
か
に
様
々
な
立
法
目
的
が
含

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
例
で
は
、
州
内
で
販
売
さ
れ
る
す
べ
て
の
ピ

l
ル
に
州
名
を
記
す
こ
と
を
要
求
す
る
州
法
は
、
八
王
国

的
規
模
で
営
業
す
る
業
者
に
と
っ
て
は
不
利
に
作
用
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ビ
ー
ル
の
新
鮮
さ
を
保
つ
と
い
う
「
目
的
」
に
合
理
的
に
関
連
し

て
い
る
と
し
て
合
憲
と
さ
れ
て
い
る
。
回
開
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ム
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目
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ω
日
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1
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叶
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(
詑
)
こ
の
旨
を
表
明
し
て
い
る
最
近
の
例
と
し
て
、
国
=
=
S
F
与
の
R
己
巾
ロ
的
〈
叶
。
垣
ロ
n
C
E
n
-
-
-
ω
目
。
〉
N
己
H
2
2
こ
巾
3
4
5
叶
印
)
・

(
お
)
近
時
の
例
と
し
て
、
ζ
o
z
o
-
-
n
c
『
匂
・
〈
-
E
E
一
回
C
E
E
ミ
n
O
B
B
.
P
E
∞
勺
N
a
m
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N
(
と
曲
目
E
E
三
)

(
担
)
も
っ
と
も
、
こ
の
基
準
に
よ
る
と
述
べ
た
う
え
で
違
憲
判
断
を
下
し
て
い
る
例
も
な
い
で
は
な
い
。
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ま
た
、
平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
の
同
様
の
例
と
し
て
、
0
5
5
『

〈
-
E
O
R
E
S
-
A
H
m
w
∞
-
Y
N
ι
Z
N
(
n
o
Z
E
E
-
。
叶
(
)
)
・
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
「
合
理
的
基
礎
」
が
ま
っ
た
く
想
定
で
き
な
い
事
案
で
は
な
く
、
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-l ~i己 Pν緩喜平在\;'叫*1!;Hf!:!-Rt'!! ~ポエ。

(お)See e. g. Cleere v. Bullock， 361 P. 2d 616，618-19 (Colorado 1961)， Application of Martin， 504 P. 2d 14 (Nevada 1972) 

( 1 {f!:! \;'姻~'\l<J t宅Ilとが時ム 1トト除 Q 細1m同~+<哨仰せて}駆;jjè-rI{l 'J-'J!!' <-1輔く\;， {M川-'J;小土日経.'.l ~IfE.~ ~ ~llll :g; -'J.q[]関:g;leK剤

:t':l'\l<J救~恥'" ~.\.J為。 νIト司ー・トロ斗}κ 唱詩型車.'.l~明 l足4眠時)。

(お)Sterling H. Nelson & Sons， Inc. v. Bender， 520 P. 2d 860，862 (Idaho 1974).1+せや!!' ぜト.，Q~~~{f!:!-'J算要三重\;'寝耳{f!:!-R <..C、e
軍事録込4きれJヰiνニI{lO ~~-l' 'J~!! 降最|ヤ嵯梢\;， 1船旅t'~1{l。

(民)See e. g. Maryland Bd. of Pharmacy v. Sav-A-Lot， Inc.， 311 A. 2d 242 (Maryland 1973) 

(沼)Skeg-Way Dep't. Stores， Inc. v. City of Omaha， 140 N. W. 2d 28 (Nebraska 1966). 

(~) Remigton Arms Co. v. Skaggs， 345 P. 2d 1085， 1088(Washington 1959). r経常宣」ヤ母子Q$ぎ感心 Jν区写字選立， Skaggs 
Drug Center v. General Elec. Co.， 135 P. 2d 967， 974 (New Mexico 1957) '\l<J ñbHf-l ν エ時。~~きQ 喜宇:世~-'J -l ν， Shakespeare 
Co. v. Lippman's Tool Shop Sporting Goods， Co.， 54 N. W. 2d. 268 (Michigan 1952); Miles Labs.， Inc. v. Eckerd， 73 So. 2d 

680 (Florida 1954); Union Carbide & Carbon Corp. v. White River Distrib.， Inc.， 275 S. W. 2d 455 (Arkansas 1955); Union 

Carbide & Carbon Corp. v. Bargain Fair， Inc.， 147 N. E. 2d 481 (Ohio 1958) 

(~) Peter 1. Galie， State Courts and Economic Rights， 496 Annals of the American Academy 76， 80 (1988). 

(ヨ) けりゃ:二小刻同E耳石土日(fairtrade law)ムj士f ニ.，Q令。腔蛍限浬誕生霊{f!:!'\l<J.qロ場記-l'題.lQ都-è::1~和線ZEE芸 (restraint of 

trade) 都吋\;'重量求~-'J-t酢I{l王様t'母子QO #-þ<t';淫~~ミミ紙軍長\;'蝶~\;'~返球， <-1同信長nr>剣士!1 ~与J 同社.'.l刑者ま総司目.'.l吋-，=，:jj;I~

-è::1 ~~;:.!O Act of Dec. 12，1975， Pub. L. No. 94-145，89 Stat 801. amending 15 U. S. C. ss1. 45 (1970)， as amended (Supp. 
N，1974). 

(ヨ)OId Dearborn Distrib. Co. v. Seagram Distillers， Corp.， 299 U. S. 183 (1936) 

(;;;:) See Corning Glass Works v. Ann & Hope， Inc.， 294 N. E.. 2d 354， 357 (Massachusetts 1973) 

(事)See A. E. Dick Howard， State Courts and Constitut削 lalRights in the Day of the Burger Court， 62 Virginia L. Rev. 873 

883(1976)目

(~)母、V-\;'ミミ縦士!'ムJ -v~株即時制~軍事剰刺傾-'J令I{l\;'長 f型車0:t' ~ (¥ ~ 'R' <-1同鮮日様相主全保j刑制民主軸:寂-'Jl眠時喜字選、;>，苦&.. 二時。

(
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Cox v. General Electric Co.， 85 S. E. 2d 514 (Georgia 1955)おお， <~同鮮日逝与誌のエミミ.'.l.;qエ νti' 1律援限垣忠盛{l!:!tiミ;E;'
!í.l口事長-:!:1斑.'.l~明 lぱがのよJ G'宗務為1ι 収)~ν 二時。 State v. Miles Laboratories， 282 S. W. 2d 564(Missouri 1955). 

(~)堤縫..>J....l νti<~ \-:'::l長芯対:1~40蝋..>J....l-\.，! iト iトわ吋トミミ雌ヤIl!#様、;>' <~同長(1t">巡剰阪総 .'.l ti~盤F< 柏担{込母子Q IJ..>J仏j穏公ν

二時。「。寺)~限極さ但d 与ミ当官働榊..>J~ポ Pν ニャエ尉<~~{l!:!-Q&.. ヰ-\.，!埋ま包早J {[l化工、G'恒ロE拠出量限+眠時吋小.'.l陳終~.. 二時 Y 判)~ポ

e 会o ~ポヤ定感耳榊.'.l吋王子単量~~垣~..>J;'("'~理主~.lI↑、吋やニ e 会。時'....l ν話再刑執軽井\llE;'語障ロg~ -'-6 ε+<朕G'\lト.'.lベε命令vいやq

1 J ..>J込， .;m~穏期将司甲G'~ロE141 エ会保rZl~事例ll~";> -\.，!♂いよ<二小 e会。JGeneral Electric Co. v. Klein， 106 A. 2d 206， 210 (Dela-

ware 1954). .，;> i' ..>J";>' IR穏当， 1 J G'吋小.'.l絡縫 e 母子.Q ~m由民-R &IJ'*" 時'G'客室室主総4n .'.l鰍~ú、ヰ二時'<崎1J..>J....lν40制画案索

、初場二 ν; rZlG'早'~rZl O IR草壁G'程卸会J..>J-""40級事長、l<Jf'-....lνニトQiE..>J....lν， Home Utilities Co. v. Revere Copper & Brass， 
Inc.， 122 A. 2d 109 (Maryland 1956); Scovill Mfg. Co. v. Skaggs Pay Less Drug Store， 291 P. 2d 936 (California 1956)雌射

やさ， ¥Y令、トペ-..jJトトミミ込区饗E;'や樋会&i'ト叶ー .1¥口斗Jtく機腎北j 雲~~さ .'.l<~ 同長E誕会J~費制民..>J+--rZlE;'~斡~'t<ν二時。
Corning Glass Works v. Ann & Hope， Inc.， 294 N. E. 2d 354 (Massachusetts 1973). -\.，!;'.!....l'判部議担G'~月型誕ヤlK~出品1 悶但.!.1'

~纏..>J....lνさま刑制民..>J....lν三時。
(お)206 S. E. 2d 141 (North Carolina 1974). 

(~) Lilly & Co. v. Saunders， 4 S. E. 2d 528 (North Carolina 1939) 

(~) fni;~組弓総監。

(自)¥ーκ・サ争ロ lトヤ小ミミ縦士!:iG'$望{l!:!tilawof the landや母子Q?R' ，*，G' K紳士~40~浜田縦士道三二小;ト吋ー・トロキjκ ..>J IRυ~

今~rZl..>J~#訴さま盤苦手Jν 三時。 206 S. E. 2d at 148-49. 

(巴)6 S. E. 2d 854 (North Carolina 1940). 

(岱)State Bd.of Dry Cleaners v. Thrift-D-Lux Cleaners， Inc.， 254 P. 2d 29 (California 1953). 

(巴)Ex parte Kazsas， 70 P. 2d 962 (California Ct. App. 1937).4ロ順..>J....l-¥"!iE'McRae v. Robbins， 9 So. 2d 284 (Florida 1942); 

Arnold v. Board， 109 P. 2d 779 (New Mexico 1941).蝦蝋..>J....l-¥"!iE' Noble v. Davis， 161 S. W. 2d 189(Arkansas 1942); 

State v. Greeson， 124 S. W. 2d 253 (Tennessee 1939). 

(苫)Beard v. Atlanta， 86 S. E. 2d 672 (Georgia Ct. App. 1955); State Board v. Cloud，44 N. E. 2d 972 (Indiana 1942); Christian 

濡

縫
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v. LaForge， 242 P. 797 (Oregon 1952); Cincinatti v. Correll， 49 N. E. 2d 412(Ohio 1943); Revne v. Trade Comm'n， 192 P. 

2d 563 (Utah 1948) 

(巴)351 N. W. 2d 701 (Nebraska 1984) 

(出)Batton-]ackson Oil Co.， Inc. v. Reeves， 340 S. E. 2d 16 (Georgia 1986). 

(巴)Ward v. Big Apple Super Markets， 158 S‘E. 2d 396 (Georgia 1967); Gillette Dairy， Inc. v. Nebraska Dairy Prod. Bd.， 219 

N. W. 2d 214 (Nebraska 1974). 

(自)193 S. E. 2d. 729 (North Carolina 1973)ー

(巴) j'ト叶ー・トロキ'K 機甲車 EEgLJ ま縦士活(;'穏.l{[草取~.;!i吋 b 草主主~:g;m:鍵;t:::1I同l~~~詩型車、F草居眠収J 与二 ν ェ..(l O Id. at 735. .{.-!~--l' 

E懸念ミミ鴬与h'凶自在中ーユJK (;'~回1縦三吋時凶奇襲Iì K ム eベE求、l<J~し.lJエ，('<~噌~G::::気~主tl .'.l{主吋..(l.，p(;'~時王子~{.!為。 ν

fト刊一."t¥ロ斗， tく保理事.'.l矧 l民Jν 限定(;'{]JJffi~~倒蝶'Il<l m区制IT -r子Q .，p(;， ~ti~ポエよJ 収q之 .{.-!~.，p~ 時。 Mount Royal Towers 

Inc. v. Alabama Bd. of Health， 388 So. 2d 1209 (Alabama 1980). 

(g) United States Brewers' Ass'n， Inc. v. State， 220 N. W. 2d 544 (Nebraska 1974); see also General GMC Trucks， Inc. v. 

General Corp・， S. E. 2d 194 (Georgia)， cert. denied， 434 U. S. 966 (1977) (皿福崎弘、「一小-(;'摺同居眠聴事制送染地願ムJ

耳tJ~.{.-!~)

(呂)Consumer's Gasoline Stations v. City of Peelaski， 292 S. W. 2d 735 (Tennessee 1956) 

(包)People v. Brown， 95 N. E. 2d 888，899 (Illinois 1950); see also Independent Electricians and Electrical Contractors' Ass'n 

v. New Jersey Bd. of Examiners， 266 A. 2d 169 (New]ersey 1967) i掌{}!;!(;'恩〈制どさ島、弐ートe必(;'製惚:g;~m単純(;'.{.-!

-Q.'.l ~~K ・てひ-'Il<l$民æ:~柑ヤエ IJ .lJさまされH忘~G l!W~時三":" ..，;:J....J州田~~書判巡回:g;~<~~調子製終 G 途端、l<J--l.{.-!iìi，1mG剰資早J~

..(l~ポ&' >V.'iヰ tii寺 ~K. ';::l:' -G組æ:~持時J (at 173)。
(包) 4r-割足~I甑 (;'j鴨緑.;!i吋 b芝草$:.'.l.;!i ニ ν' 剖(蔚1 :g;~予 class legislation .lJ--l νに軍約￡ ν ニ.{.-!京電E霊法制部~:tK縦嵯盤悪性H

'Il<l剣樹齢.lJ-r..(l霧器込 r苦時~&ωvぷ 0.{.-!(;' さまニ小制早.I..，;J~重エミ'1苦手E三日欄や~<~積回日吋時 l igg!思ギ寝首長.，p-¥T<君主耳Uヰ2ν二
時。 SeeDevelopments in the Law - The Interpretation of State Constitutional Rights， 95 Harvard L. Rev. 1324， 1469-70 

(1982). 
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(苫)Cott Beverage Corp. v. Horst， 110 A. 2d 405， 408 (Pennsylvania 1955). 

(巴)See e. g. Reynolds v. Louisiana Bd. of Alcoholic Beverage Control， 185 So. 2d 794 (Louisiana)， cert. denied， 385 U. S. 946 

(1966). 

(~) 110 A. 2d at 408. 

(邑)Pennsylvania State Bd. of Pharmacy v. Pastor， 272 A.2d 487 (Pennsylvania.1971). 

(活)122 N. E. 2d 162 (Il¥inois 1954). 

(~) See e. g. Chicago Allis Manufacturing Corp. v. Metropolitan Sanitary Dist.，288 N. E. 2d 436(Il¥inois 1972); Acme Special. 

ties Corp. v. Bibb， 150 N. E. 2d 132 (Il¥inois)， cert. denied， 358 U. S. 840 (1958). 

(12) Schroeder v. Binks， 113 N. E. 2d 169 (Il¥inois 1953); Coffee-Rich Inc. v. Commissioner of Public Health， 204 N. E. 2d 281 

(Massachusetts 1965). 

(己) 169 N. W. 2d 441 (Wisconsin 1969). See also State ex rel. Utilities Com'n v. Edmisten， 242 S. E. 2d 862 (North Carolina 

1978). 

(ど)See Munn v. I¥linois， 94 U. S. 113 (1977). See also Tyson v. Banton， 273 U. S. 418 (1927); Williams v. Standard Oil Co.， 

278 U. S. 235 (1929). 

(己)291 U. S. 502 (1934)ー

(;::!:) Estel v. City of Birmingham， 286 So. 2d 872(1973). *主とやさ主， 1 J..;今刊 t-'!.li < .. tì~ !.l ~令子守 J .lJ ~宇i隠れJ";ν 柏~出:入 '1キ Tく 4ヰ

吋ゐ「E玄.-\~重二」心収J";ν 柑J~ .v..;品I'='Kム・トトトJν二時。

(巴)Arizona Corp. Com・nv. Nicholson， 497 P. 2d 815 (Arizona 1972). 

(記)Strickland v. Rio Stores Inc.， 255 S. E. 2d 719 (Georgia 1979). 

(仁)Gillette Dairy， Inc. v. Nebraska Dairy Prod. Bd.， 219 N. W. 2d 214 (Nebraska 1974) 

(~) Borough of Scottdale v. National Cable Television Corp・， 381 A. 2d 859 (Pennsylvania 1977). 

(~)域経士主同矧保判土日皿E !.l 司日割E !.l~~現Jν エ伶堕ε司ロ艇や時三;-.'会 ("\1J G .qa閑製品J -JÞ(吋rQ跡似 G{や-l:t:!'R梨{回収J"; rQ.lJ~二

小蝋~t-' G .qa縦割 G梨{W.，.;:l髄宏保与~ú、， IJ G IJ心当， Jj G区制説会j紙写字}韮込 ~ú、~-Q ν型車細l !.l ~格桝J のエ.lJ:二小 1J .lJ t-' ti 

正選

乱軍



。ニムJ ili!l思 Jν:; rQ喜~.lJ -l ν， Independent Electricians and Electrical Contractors' Ass'n v. New Jersey Bd. of Examiners， 

226 A. 2d 169 (New Jersey 1967) 

(昆)Justice v. Gatchell，325 A. 2d 97 (Delaware 1974); Chicago Title Ins. Co. v. Huff， 256 N. W. 2d 17 (Iowa 1977); Velmohos 

v. Maren Engineering Corp・， 416 A. 2d 372 (New Jersey 1980); Equitable Shipyards， Inc. v. State， 611 P. 2d 396 (Washing. 

ton 1980) 

(CXl )ミミ :44ヰ土停除草1þ単純巡間 G rm;~~量~~P.;..! $f:~ .lJ-l νRobert F. Williams， Equality Guarantees in State Constitutional 

Law， 63 Texas L. Rev. 1195 (1985) 

(~) Skeg-Way Dep't. Stores， Inc. v. City of Omaha， 140N.W. 2d 28 (Nebraska 1966); see also Dunber v. Hoffman， 468 P. 2d 

742 (Colorado 1970) 

(お)Ace Tire Co.， Inc. v. Municipal Officers， 302 A. 2d 90 (Maine 1973). 

(苫)Gerald Gunther， The Supreme Court 1971 Term - Foreword: In Search of Evolving Doctrine on A Changing Court: A 

Model for A Newer Equal Protection， 86 Harvard L. Rev.l (1972)目

(自)See Comment，“Newer" Equal Protection: The Impact of the Means-Focused Model， 23 Buffalo L.Rev. 665 (1974). 

(~) 506 P. 2d 212 (California 1973). 

(~) 550 P. 2d 359 (Alaska 1976); see also Benson v. North Dakota Workman's Comp. Bureau， 283 N. W. 2d 96 (North Dakota 

1979). 
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説

y

ク
ナ

l
期
に
い
た
る
ま
で
、
主
と
し
て
伝
統
的
な
三
自
己
巾
包
己
主
5
ロ
の
禁
止
の
観
念
が
立
法
目
的
の
正
当
性
を
制
約
し
、
目
的
と
手
段

の
合
理
的
関
連
性
に
つ
い
て
も
厳
格
に
審
査
す
る
こ
と
に
よ
り
経
済
的
自
由
に
関
し
て
多
く
の
違
憲
判
決
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ

論

る
審
査
方
式
は
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
も
と
に
お
い
て
も
平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
も
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
り
、

ま
た
、
連
邦
裁
判

所
で
も
州
裁
判
所
で
も
差
異
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
、
「
憲
法
革
命
」
以
降
、
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
自
身
に
よ
る
正
当
な
立
法
目
的
お
よ
び
手
段
と
の
関
連
性
を
支
え

る
事
実
状
態
の
想
定
と
い
う
手
法
等
を
通
じ
て
「
経
済
・
社
会
立
法
」
に
対
す
る
合
理
性
審
査
は
形
骸
化
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
周
知
の

よ
う
に
ニ
ュ

l
デ
ィ

l
ル
に
対
す
る
連
邦
最
高
裁
の
「
反
動
的
」
判
決
へ
の
反
省
の
な
か
で
認
識
さ
れ
た
司
法
審
査
の
民
主
的
正
統
性
と
い

う
問
題
が
あ
る
。

他
方
、
憲
法
規
定
や
裁
判
所
制
度
等
に
お
い
て
連
邦
と
は
異
な
る
州
の
多
く
で
は
、

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
お
よ
び
平
等
保
護
条
項
等

の
も
と
で
の
経
済
的
自
由
に
関
す
る
実
質
的
な
実
体
的
合
理
性
審
査
は
、
立
法
目
的
の
正
当
性
の
範
囲
を
広
げ
る
等
の
修
正
を
加
え
な
が
ら
、

基
本
的
に
存
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
も
、

と
く
に
パ

l
ガ

l
・
コ

l
ト
で
平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
の
司
法
審
査
の

あ
り
か
た
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
み
、

い
わ
ゆ
る
「
厳
格
な
合
理
性
」
の
基
準
が
設
け
ら
れ
た
の
と
並
ん
で
、
伝
統
的
な
合
理
性
の
基
準
の

も
と
で
の
審
査
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
を
実
質
化
す
べ
き
と
の
主
張
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
主
と
し
て
平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
の
連
邦
最
高
裁
に
お
け
る
合
理
性
審
査
と
州
裁
判
所
に
お
け

る
状
況
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
合
理
性
の
基
準
に
よ
る
司
法
審
査
の
実
質
化
の
可
能
性
と
そ
れ
に
伴
う
理
論
的
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
検
討

を
試
み
て
み
よ
う
と
思
う
。

(
1
)
 

一
九
八
二
年
の
宮
宮
口
〈

N
5
S
2
B
S
F
E
M
E
n
c
-
判
決
は
、
作
業
能
力
に
無
関
係
の
身
体
障
害
に
基
づ
く
雇
用
差
別
を
禁
ず
る
イ
リ

北法43(6・118)1392 



ノ
イ
州
公
正
雇
用
法
が
不
服
申
立
て
期
間
を
一
一
一

0
日
間
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
が
、
連
邦
最
高
裁
の
全
員
一
致
の
意
見
で

(
手
続
的
)

ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
違
反
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
を
書
い
た
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
は
、
異
例
に
も
、
ブ
レ
ナ
ン
、

オ
コ
ナ

l
(
F
E
Z
ロ
ミ

0
.。
。
ロ
ロ
。
『
)
裁
判
官
と
と
も
に
補
足
意
見
を
も
執
筆
し
、
本
件
規
定
が
平
等
保
護
条
項
に
も
違
反

(
2
)
 

す
る
と
述
べ
た
。
そ
の
中
で
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
は
、
以
前
に
自
分
が
担
当
し
た

P
E垣市
FZ「
〈
・
巧
己
目
。
ロ
判
決
を
引
用
し
て
政
府
の
目

マ
ー
シ
ャ
ル
、

的
自
体
が
正
当
で
識
別
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
さ
ら
に

C
E広
島

ω
g丹
市
印
閉
山
包
マ
o
E
m巾門戸「巾国戸市三∞巳・〈・

(3) 

F
E
判
決
に
お
け
る
ス
テ
ィ

1
ヴ
ン
ズ
意
見
を
引
用
し
て
、
同
判
決
で
の
レ
ン
ク
ィ
ス
ト
法
廷
意
見
が
主
張
す
る
よ
う
に
法
律
が
実
際
に

達
成
し
た
こ
と
が
ま
さ
に
議
会
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
立
法
目
的
で
あ
る
と
認
定
す
る
の
は
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
平
等
保
護
条
項

の
も
と
で
の
分
析
を
無
意
味
に
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

た
し
か
に
、
あ
る
法
律
が
人
々
を
分
類
し
た
う
え
で
利
益
を
付
与
し
、
ま
た
は
負
担
を
課
す
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
分
類
は
な
ん
ら
か
の

共
通
の
属
性
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
該
立
法
は
、
そ
の
属
性
を
促
進
あ
る
い
は
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

そ
の
達
成
に
と
っ
て
、
当
該
分
類
が
合
理
的
な
手
段
で
あ
る

(
4
)
 

こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
分
析
」
は
ま
さ
に
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
な
の
で
あ
る
。

い
る
こ
と
は
常
に
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
「
立
法
目
的
」
と
す
る
と
、

合
理
性
の
基
準
に
よ
る
司
法
審
査
が
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
に
陥
る
の
を
避
け
る
に
は
二
つ
の
道
が
あ
り
え
よ
う
。
ひ
と
つ
は
、
立
法
目
的
自
体

も
う
一
つ
は
、
裁
判
時
で
の
事
後
的
な
立
法
目
的
の
想
定
を
退
け
、
立
法
府
が
実
際
に
意

(
5
)
 

図
し
た
「
現
実
の
目
的
」
に
照
ら
し
て
分
類
の
合
理
性
を
判
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。(6
)
 

こ
れ
ら
は
と
も
に
州
裁
判
所
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
が
、
と
く
に
前
者
、
す
な
わ
ち
、
立
法
目
的
の
正
当
性
審

の
正
当
性
を
実
質
的
に
審
査
す
る
こ
と
で
あ
り
、

査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
違
憲
判
決
が
導
か
れ
た
例
が
最
近
の
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。

(7) 

c
q
o間
口
市

σ
E
E巾〈・
0
与
R
Z
E三
口
問
(
V

司
王
巾
『
(
呂
∞
ω)
判
決
は
、
精
神
遅
滞
者
の
た
め
の
民
間
施
設
の
設
置
を
認
め
な
か
っ
た
市
の ア

北法43(6・119)1393 



説

行
為
が
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
違
反
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
市
の
ゾ

l
ニ
ン
グ
条
例
は
、
「
精
神
病
者
、
精
神
薄
弱
者
、
ア
ル
コ

l

ル
ま
た
は
麻
薬
中
毒
者
の
た
め
の
病
院
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
毎
年
更
新
す
べ
き
特
別
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
と
こ

論

ろ
、
市
当
局
は
本
件
施
設
は
「
精
神
薄
弱
者
の
た
め
の
病
院
」
に
該
当
す
る
と
し
た
う
え
、
公
聴
会
を
経
て
、
不
許
可
の
決
定
を
下
し
た
の

で
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
に
よ
る
法
廷
意
見
は
、
原
判
決
は
精
神
遅
滞
を
「
準
・
疑
わ
し
い
分
類
」
と
し
て
「
中
間
的
審
査
」
を
行
っ
た
点
で
誤

っ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
適
用
す
べ
き
基
準
は
、
精
神
遅
滞
者
を
他
と
区
別
す
る
立
法
が
「
正
当
な
政
府
目
的
に
合
理
的
に
関
連
し
て
い

る
か
ど
う
か
」
を
問
う
「
合
理
性
の
基
準
」
で
あ
る
と
し
た
。
市
は
、
本
件
施
設
の
設
置
を
許
可
し
な
い
理
由
と
し
て
、
予
定
地
周
辺
住
民

が
否
定
的
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
や
、
予
定
地
の
そ
ば
に
あ
る
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
の
お
そ
れ
、
予
定
地
に
洪
水
の
危
険
が

あ
る
こ
と
、
精
神
遅
滞
者
の
行
為
の
法
的
責
任
の
問
題
を
挙
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
は
、
こ
れ
ら
の
事
由
は
予
定
地
に
設
置
さ
れ

る
施
設
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
精
神
遅
滞
者
施
設
に
特
有
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
逐
一
反
論
し
、
結
局
、
精
神
遅
滞

者
が
集
団
生
活
を
送
る
施
設
の
設
置
の
不
許
可
処
分
お
よ
び
そ
の
根
拠
と
な
る
条
例
は
、
精
神
遅
滞
者
を
街
か
ら
排
除
し
た
い
と
い
う
不
合

理
な
偏
見
以
外
の
い
か
な
る
利
益
も
促
進
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
、
こ
の
よ
う
な
差
別
の
欲
求
は
正
当
な
立
法
目
的
に
な
り
え
な
い

と
し
て
違
憲
の
結
論
を
導
い
た
の
で
あ
る
。

同
じ
一
九
八
五
年
に
は
、
州
の
租
税
制
度
に
関
し
て
三
件
の
注
目
す
べ
き
違
憲
判
決
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
冨

2
3匂
O
E
E
E
P
Z凹巳「

(
8
)
 

自

2
P
〈
巧
白
邑
判
決
で
は
、
ア
ラ
パ
マ
州
外
に
本
社
が
あ
る
保
険
会
社
が
ア
ラ
パ
マ
州
内
で
営
業
す
る
場
合
に
、
同
州
に
本
社
に
置
く

保
険
会
社
に
対
す
る
よ
り
も
高
率
の
課
税
を
す
る
旨
を
定
め
る
州
法
の
合
憲
性
が
平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
争
わ
れ
た
。
五
対
四
の
多
数
を

代
表
し
た
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
は
、

下
級
審
に
お
い
て
立
法
目
的
と
し
て
州
が
主
張
し
た
の
は
地
元
産
業
の
優
遇
の
み
で
あ
る
と
指
摘
し
、

「
地
元
産
業
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
ア
ラ
パ
マ
州
の
目
的
は
純
粋
か
つ
完
全
に
差
別
的
で
あ
り
、
同
州
内
で
の
営
業
を
望
ん
で
い
る
州
外
企

~[:法43(6 ・ 120)1394



業
に
対
す
る
コ
ス
ト
を
無
視
し
て
州
内
企
業
を
優
遇
す
る
こ
と
だ
け
を
企
図
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
偏
狭
な
身
び
い
き
立
法
こ
そ
平
等
保

護
条
項
が
阻
止
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
法
廷
意
見
は
、
こ
の
よ
う
な
立
法
目
的
は
正
当
で
は

あ
り
え
ず
違
憲
と
な
る
べ
き
a

で
あ
る
が
、
本
件
州
法
に
は
他
に
正
当
な
立
法
目
的
が
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

そ
の
点
に
つ
き
審
理

を
尽
く
す
べ
き
だ
と
し
て
事
件
を
差
し
戻
し
た
の
で
あ
る
。

(
9
)
 

巧
E
S
B凹
〈
・
〈
巾
「
白
。
三
判
決
で
は
、
ヴ

7
1
モ
ン
ト
州
の
自
動
車
税
法
が
問
題
と
さ
れ
た
。
同
法
は
、
同
州
民
が
自
動
車
を
他
州
で
購

入
し
、
売
上
税
も
そ
こ
で
納
入
し
た
場
合
に
は
ヴ

7
1
モ
ン
ト
州
の
自
動
車
税
を
免
除
す
る
と
し
て
い
た
も
の
の
、
自
動
車
の
購
入
も
売
上

税
の
納
入
も
他
州
で
行
っ
た
者
が
、
そ
の
後
新
た
に
同
州
民
と
な
っ
た
場
合
に
は
こ
の
免
除
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
五
対
三
の
法
廷
意
見

は
、
「
ヴ
ァ

l
モ
ン
ト
州
民
で
あ
る
聞
に
州
外
で
自
動
車
を
購
入
し
た
自
動
車
登
録
者
と
州
外
で
白
動
車
を
購
入
し
た
後
に
州
民
と
な
っ
た

登
録
者
と
の
あ
い
だ
に
意
味
あ
る
相
違
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
州
は
「
そ
の
州
域
内
に
あ
る
者
を
そ
の
住
所
地
の
違
い
の
み

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

に
基
づ
い
て
不
平
等
に
扱
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
も
最
高
裁
は
、
本
件
審
理
の
な
か
で
は
新
し

く
州
民
に
な
っ
た
者
の
み
に
重
い
課
税
を
す
る
と
い
う
正
当
性
を
認
め
が
た
い
立
法
目
的
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
ほ
か
に
正
当
な

目
的
が
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
事
件
を
差
し
戻
し
た
。

(
日
)

さ
ら
に

zoo-)巾
「
〈
・
∞
巾
『
口
出
E
g
n
oロ
ロ
ミ
〉
的
回
巾
印
印
。
「
判
決
に
お
い
て
は
、

一ュ

l
・
メ
キ
シ
コ
州
の
税
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
同
法

は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
従
軍
し
た
州
民
に
対
し
て
年
間
二

0
0
0
ド
ル
の
固
定
資
産
税
の
控
除
を
認
め
て
い
た
が
、
こ
れ
に
は
一
九
七
六
年
五

月
八
日
以
前
か
ら
同
州
民
で
あ
っ
た
こ
と
と
い
う
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
法
廷
意
見
は
、
こ
の
よ
う
な
利
益
の
享
受
を
特
定
の
時
点
以

前
か
ら
州
民
で
あ
っ
た
復
員
軍
人
の
み
に
認
め
る
と
い
う
規
定
に
は
「
古
い
」
州
民
を
「
新
し
い
」
州
民
よ
り
晶
買
す
る
と
い
う
正
当
性
の

認
め
ら
れ
な
い
立
法
目
的
し
か
見
出
せ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

(
日
)

立
法
目
的
の
正
当
性
に
つ
き
同
様
の
判
断
を
示
し
て
い
る
判
決
と
し
て
さ
ら
に
N

S
己
〈

E
S
E
(忌∞
N
)
判
決
が
あ
る
。
本
件
で
は
、

北法43(6・121)1395 



説

ア
ラ
ス
カ
州
が
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ル
・
マ
ネ

l
の
一
部
を
州
民
に
還
元
す
る
に
つ
き
同
州
に
お
け
る
住
民
歴
を
基
準
と
し
た
こ
と
が
平
等
保
護

条
項
の
も
と
で
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
連
邦
最
高
裁
は
、
過
去
に
州
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
の
み
を
理
由
に
一
定
の
州
民
に
利
益
を
付
与

論

し
、
新
し
い
住
民
に
対
し
て
は
同
様
の
享
受
を
認
め
な
い
の
は
正
当
な
立
法
目
的
と
は
な
り
え
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
八

0
年
代
に
は
い
っ
て
も
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て
平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
立
法
目
的
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
実
質
的
審

査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
と
く
に
そ
れ
が

(
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
)
明
白
な
差
別
目
的
で
あ
っ
た
り
、

一
部
の
者
の
利
益

の
た
め
に
他
の
者
を
犠
牲
に
す
る
露
骨
な
晶
買
立
法
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
に
違
憲
の
結
論
が
合
理
性
の
基
準
の
も
と
で
下
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

憲
法
に
よ
っ
て
明
示
的
に
、
あ
る
い
は
明
ら
か
な
合
意
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
事
柄
が
正
当
な
立
法
目
的
た
り
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
個
別
の
実
体
的
憲
法
条
項
に
基
づ
い
て
違
憲
判
決
を
す
れ
ば
足
り
る
か
ら
平
等
保
護
条
項
を
持
ち
出
す
実
益
は

(ロ)

失
わ
れ
る
と
も
い
え
る
。

い
わ
ゆ
る
「
疑
わ
し
い
分
類
」
の
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
平
等
保
護
条
項
が
独
自
に
立
法
目
的
の
正
当
性
を
規
律
す
る
こ
と
は
あ
り

う
る
の
で
あ
ろ
う
か

(
こ
れ
は
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
も
と
で
の
審
査
に
も
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
)
。
考

え
て
み
る
と
、
右
で
見
た
事
例
の
よ
う
に
一
方
の
国
民
の
犠
牲
の
も
と
に
他
方
を
利
す
る
立
法
と
は
、
ま
さ
に
本
稿
で
こ
れ
ま
で
に
検
討
し

た
円

-gmZ虫
色
白
門

5
ロ
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
根
本
的
価
値
と
し
て
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
の
そ
れ
へ
の

反
感
は
、
建
国
以
来
連
綿
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
基
本
的
観
念
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
三

0
年
代
に
か
け
て

は
、
こ
の
反
己
自
己
認
正
巳
5
ロ
観
念
に
古
典
派
経
済
学
を
根
底
に
据
え
た
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
思
想
が
付
着
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
大
不

況
等
に
よ
っ
て
こ
の
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
思
想
が
打
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
反

n-Z己
認

E
E
Oロ
観
念
自
体
も
、
制
度
的
理
由
と
あ
い
ま
っ

て
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
よ
う
に
み
え
た
。
し
か
し
、
州
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
以
前
と
比
べ
て
緩
和
さ
れ
た
形

北法43(6・122)1396



で
は
あ
る
が
、
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ォ
レ
ン
・
コ

l
ト
の
「
平
等
革
命
」
を
も
た
ら
し
た
平
等
性
の
観
念
が
、

己
曲
目
的
】
巾
包
己
主
O
ロ
の
禁
止
の
根
底
に
あ
っ
た
平
等
性
の
観
念
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
既
に
示
唆
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う

し
て
み
る
と
、

た
と
え
ば
ベ
ネ
ッ
ト

(
m
o
Z三
者
-
∞

2
5
5
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

一
方
の
利
益
の
た
め
に
他
方
を
犠
牲
に
す
る
だ
け
の

立
法
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
「
法
律
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
広
く
共
有
さ
れ
た
観
念
」
な
の
で
あ
り
、
法
律
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
包

(
日
)

ま
っ
た
く
の
晶
買
が
法
律
と
し
て
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
は
自
明
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

括
的
理
論
を
た
て
る
ま
で
も
な
く
、

立
法
に
あ
た
っ
て
の
議
員
の
討
論
、
あ
る
い
は
裁
判
に
あ
た
っ
て
の
政
府
の
主
張
が
一
様
に
何
ら
か
の
正
当
な
公
共
目
的
を
あ
げ
て
い
る
と

い
う
事
実
は
、

の
表
出
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

や
は
り
基
本
的
な
「
共
有
さ
れ
た
観
念
」

ポ
ズ
ナ

「経j斉・社会立法」と司法審査(4・完)

(河
F
n
U
E
「
色
〉
司

2
5『
)
は
、
こ
の
よ
う
な
公
益
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
単
な
る
寸
い
ち
じ
く
の
葉
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
意
味
は
な
い
と

(
M
)
 

す
る
。
し
か
し
、
た
と
え
こ
れ
が
「
い
ち
じ
く
の
葉
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
恥
ず
か
し
き
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

(
日
)

立
法
者
自
身
が
立
法
目
的
の
正
当
性
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
の
表
明
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
最
高
裁

判
決
の
「
正
当
化
効
果
」
も
見
逃
せ
な
い
。
と
く
に
議
会
の
側
に
お
い
て
憲
法
判
断
は
も
っ
ぱ
ら
最
高
裁
に
委
ね
る
と
す
る
風
潮
が
強
ま
つ

(
凶
)

て
い
る
と
す
る
と
、
最
高
裁
に
よ
っ
て
正
当
性
を
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
事
柄
は
正
当
と
の
御
墨
付
を
得
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

み
ぎ
に
み
た
よ
う
な
最
近
の
判
決
に
お
い
て
連
邦
最
高
裁
が
極
端
な
差
別
的
な
い
し
晶
展
立
法
に
対
し
そ
の
正
当

性
を
否
定
し
た
の
は
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
合
理
性
の
基
準
に
よ
る
司
法
審
査
が
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
に
陥
る
の
を
防
ぐ
第
二
の
手
法
と
し
て
の
「
現
実
の
目
的
」
に
基
づ
く
関

連
性
審
査
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
第
一
章
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
最
近
の
連
邦
最
高
裁
判
決
で
も
ブ
レ
ナ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ

ン、

パ
ウ
エ
ル
ら
の
裁
判
官
に
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

た
と
え
ば
、

明
『
固
定
判
決
に
お
け
る

マ
ー
シ
ャ
ル
、

レ
ン
ク
ィ
ス
ト
法
廷
意
見
は
「
現
実
の
立
法
目
的
」

の
追
求
に
は
明
ら
か
に
否
定
的
で
あ
り
、
同
判
決
で
の
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ズ
意
見
も
慎
重

北法43(6・123)1397



説

な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。

言命

立
法
目
的
を
探
求
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
は
、
法
律
自
体
の
目
的
規
定
、
立
法
記
録
(
会
議
録
、
委
員
会
報
告
等
)
、
裁
判
に
お
け
る
政

府
側
代
理
人
の
主
張
等
が
あ
り
う
る
。
こ
れ
に
裁
判
所
自
身
に
よ
る
想
定
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
法
律
に
明
確
で
具
体
的
な
目
的
規

定
が
存
在
す
る
場
合
は
と
も
か
く
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
と
き
に

は
、
立
法
経
過
等
の
資
料
の
検
討
に
よ
り
立
法
目
的
の
確
認
が
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会
の
よ
う
な
集
団
に
よ
る
行
為
の
目
的

を
認
識
す
る
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
一
つ
は
、
集
団
の
個
々
の
構
成
員
の
目
的
を
認
識
し
て
か
ら
そ
れ
ら
を
集
合
し
て
集
団
の
「
目

的
」
を
構
成
す
る
方
法
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
レ
ン
ク
ィ
ス
ト
裁
判
官
も
指
摘
す
る
よ
う
に
大
き
な
問
題
を
苧
ん
で
い
る
。

個
々
の
議
員
の
目
的
を
知
る
の
に
必
要
な
情
報
を
集
め
る
の
が
困
難
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
か
り
に
そ
れ
が
で
き
て
も
個
々
の
選
好
を
集
合

(
げ
)

し
て
集
団
的
選
好
を
構
成
す
る
こ
と
に
は
原
理
的
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て

は
、
当
該
法
案
の
主
唱
者
が
表
明
し
た
立
法
目
的
を
、
そ
れ
に
賛
成
し
た
他
の
議
員
に
も
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
集
団
と
し
て
の
目

(
路
)

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
個
々
の
議
員
の
抱
い
た
目
的
に
関
す
る
情
報
を
可
及
的
に
収
集
し
、
そ
れ
ら
を

的
を
構
成
す
る
と
い
う
「
目
的
の
帰
属
」

一
人
の
個
人
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
る
と
仮
想
し
て
そ
の
目
的
を
判
断
す
る
「
人
格
化
」

(
日
)

ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
に
目
的
規
定
が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
規
定
が
極
め
て
抽
象
的
な
場
合
に
は
、
や
は

(
初
)

り
裁
判
所
は
立
法
記
録
等
の
資
料
に
よ
っ
て
有
意
な
立
法
目
的
を
識
別
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
法
律
の
目
的
規
定
も
立
法

ア
プ
ロ
ー
チ
な
い
し
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
」

記
録
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
と
く
に
州
法
や
そ
れ
以
下
の
レ
ベ
ル
の
立
法
で
は
少
な
く
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
対

(
幻
)

応
す
る
手
法
と
し
て
は
、
争
わ
れ
て
い
る
規
定
と
近
似
的
な
規
定
か
ら
の
類
推
と
い
う
手
法
を
と
る
州
裁
も
あ
る
が
、
学
説
か
ら
は
通
常
の

立
法
者
な
ら
問
題
の
法
律
に
よ
っ
て
何
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
か
、
換
言
す
る
と
立
法
者
の
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
を
考
究
し
、
大
抵
の
立
法

者
が
そ
の
種
の
立
法
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
意
図
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
そ
の
立
法
目
的
と
推
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
示
さ
れ
て

北法43(6・124)1398



(
忽
)

い
る
。

ガ
ン
サ

l
は
、
裁
判
所
が
そ
の
正
当
性
や
適
切
性
を
審
査
す
る

(
お
)

そ
れ
に
基
づ
い
て
手
段
の
合
理
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し

(μ) 

て
い
る
と
み
ら
れ
る
州
裁
判
決
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
法
律
を
合
理
化
し
う
る
理
由
を
想
像
力
の
及
ぶ
か
ぎ
り
想

裁
判
に
お
け
る
政
府
側
代
理
人
に
よ
る
立
法
目
的
の
提
示
に
つ
い
て
は
、

こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
受
容
し
、

定
す
る
と
い
う
連
邦
最
高
裁
が
行
っ
て
き
た

(
そ
し
て
ガ
ン
サ

l
自
身
も
非
難
す
る
)
役
割
を
政
府
側
代
理
人
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
だ
け
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
法
律
自
体
や
立
法
記
録
の
み
で
は
立
法
目
的
が
確
定
で
き
な
い
と
き
に
裁
判
所
が
政
府

側
の
主
張
を
参
照
す
る
こ
と
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
当
該
法
律
を
執
行
す
る
行
政
当
局
が
長
年
と
っ
て
き
た
解
釈
を
参
考
に
す
る
の

(
お
)

と
同
じ
次
元
の
問
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
立
法
目
的
が
時
の
経
過
と
と
も
に
変
化
し
た
と
み
る
べ
き
場
合
に
は
、
政
府
側
の

(
お
)

「
新
し
い
」
目
的
の
主
張
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
そ
の
目
的
の
主
張
の
適
切
性
の
判
断
は
裁
判
所

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
現
実
の
立
法
目
的
」
に
基
づ
く
合
理
性
審
査
の
要
求
は
、
不
可
能
を
強
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
そ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
立
法
目
的
の
正
当
性
の
審
査
お
よ
び
「
現
実
の
目
的
」
に
基
づ
く
審
査
と
い
う
合
理
性
の
基
準
の

も
と
で
の
実
質
的
審
査
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
法
律
を
生
み
出
す
立
法
府
の
立
法
過
程
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
か
に

大
き
く
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
幻
)

司
法
審
査
の
前
提
と
し
て
の
立
法
過
程
モ
デ
ル
に
は
相
対
立
す
る
二
つ
の
モ
デ
ル
が
あ
る
。
第
一
の
モ
デ
ル
は
「
経
済
」
モ
デ
ル
な
い
し

「
公
共
選
択
(
宮
σ
腎
与
O
M円
巾

)

L

モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
、
す
べ
て
の
実
体
的
価
値
は
ま
っ
た
く
私
的
で
主
観
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
、
議
会
は

貨
幣
の
か
わ
り
に
票
を
交
換
の
媒
介
と
す
る
一
種
の
市
場
と
さ
れ
る
。
立
法
行
為
は
あ
く
ま
で
も
私
益
を
追
求
す
る
た
め
で
あ
り
、

そ
こ
で

の
審
議
は
公
共
目
的
を
め
ぐ
っ
て
で
は
な
く
、
私
的
選
好
を
実
現
す
る
た
め
の
取
引
の
条
件
に
つ
い
て
な
さ
れ
、

か
つ
、

そ
れ
も
理
性
に
基

北法43(6・125)1399



説

づ
く
説
得
で
は
な
く
、
誘
惑
や
威
迫
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
議
員
は
「
ス
テ

l
ツ
マ
ン
」
で
も
国
民
の
信
託
を
受
け
た
代
表
で
も
な
く
、

ツ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
り
、
利
益
集
団
の
意
思
に
厳
し
く
拘
束
さ
れ
た
代
理
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
第
二
の
「
公
益
」
モ
デ
ル
は
、

論

人
間
の
行
動
に
お
け
る
公
的
な
い
し
客
観
的
価
値
の
現
実
性
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
可
能
性
に
つ
い
て
の
信
念
を
そ
の
根
底
に
有
し
て
い

る
。
こ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
議
会
は
こ
れ
ら
の
公
的
価
値
を
識
別
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
た
め
の
機
関
と
さ
れ
る
。
立
法

過
程
は
理
性
に
基
づ
く
説
得
を
通
じ
て
の
熟
慮
に
よ
る
公
共
目
的
追
求
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

経
済
モ
デ
ル
の
も
と
で
は
、
合
理
性
の
基
準
に
よ
る
審
査
を
実
質
的
に
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
不
当
で
も
あ
る
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
真
に
民
主
的
な
政
治
制
度
な
の
で
あ
り
、

そ
の
産
物
を
違
憲
と
す
る
の
は
奇
妙
な
こ
と
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
不
偏
公
正
な
公
益
の
追
求
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て

(
力
に
見
合
う
だ
け
の
利
益
が
得
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
)
不
利

益
を
被
る
強
力
な
利
益
集
団
の
反
動
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
大
半
の
法
律
の
正
当
化
は
、

(
お
)

法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
立
法
過
程
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
果
た
さ
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

た
ん
に
そ
れ
が
憲

確
か
に
、
認
識
の
問
題
と
し
て
は
経
済
モ
デ
ル
の
方
が
よ
り
現
実
に
近
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
説
明
モ
デ
ル
と
し
て
は
そ
れ
が
勝

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
所
が
司
法
審
査
に
あ
た
り
い
ず
れ
の
モ
デ
ル
を
前
提
と
す
べ
き
か
は
、
結
局
、
憲
法
の
規
範
に

よ
り
決
せ
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
少
な
く
と
も
合
衆
国
憲
法
の
明
文
規
定
は
い
ず
れ
も
指
定
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
に
関
す
る
憲
法
的
規
範
は
何
処
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
憲
法
的
法
源
と
し
て
「
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
あ

る
価
値
原
理
」
が
あ
り
う
る
こ
と
は
有
力
な
支
持
を
得
て
い
る
が
、
他
方
、
こ
れ
は
例
え
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
よ
う
な
実
体
的
価
値
の
憲

法
的
権
利
性
を
支
持
す
る
の
に
は
内
容
が
不
確
定
で
あ
る
し
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
何
ら
か
の
少
数
者
の
人
権
を
基
礎
付
け
る
こ
と
は
背
理

(
鈎
)

と
な
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
よ
う
な
、
二
つ
の
立
法
過
程
モ
デ
ル
の
う
ち
い
ず
れ
を
国
民
が
規
範
的

に
受
容
し
て
い
る
と
み
な
す
べ
き
か
を
考
え
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
批
判
は
妥
当
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
国
民
が
公
益
モ
デ
ル
を
正 メ

北法43(6・126)1400



当
な
も
の
と
し
て
受
容
し
て
い
る
こ
と
は
、
政
治
の
場
に
お
い
て
常
に
公
益
に
よ
る
政
策
の
正
当
化
が
試
み
ら
れ
る
と
い
う
事
実
に
も
端
的

(
初
)

に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
個
々
の
法
律
の
司
法
審
査
の
前
提
と
し
て
の
議
論
で
あ
り
、
立

法
過
程
自
体
が
い
ず
れ
の
モ
デ
ル
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
か
は
別
に
論
ず
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
、
モ
デ
ル
自

(
訂
)

体
の
妥
当
性
も
含
め
て
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

結
章

j主

「経済・社会立法」と司法審査 (4・完)

(
l
)
品
印
日
己
目
∞
-
A
H
N
N
(
同匂∞
N
)
・

(
2
)
品目。

c-∞-
N
N
H
(
呂
∞
H
)

本
稿
第
一
章
三
節
参
照
。

(
3
)

主
m
u
d
-
∞
広
め
(
呂
∞
O
)
・
本
稿
第
一
章
三
節
参
照
。

(
4
)
Z
o
z
-
T
w
色目
Z
Z
〈巾苛ロ『旬。凹巾

-m白C
C
ロ
mwE
々
・
曲
目
品
開
』
E
包
司
『
O
R
2
5ロ・∞
N

J
「
包
巾
戸
』

H
N
ω
-
H
N
∞(同句、吋
N
)
・

(
5
)
こ
れ
は
、
性
差
別
や
嫡
出
性
に
関
す
る
差
別
に
適
用
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
厳
格
な
合
理
性
の
基
準
と
同
じ
で
は
な
い
。
厳
格
な
合
理
性
の
基

準
に
お
い
て
は
、
立
法
目
的
の
重
要
性
お
よ
び
目
的
と
手
段
の
実
質
的
関
連
性
が
要
求
さ
れ
る
。
参
照
、
戸
松
秀
典
『
平
等
原
則
と
司
法
審
査
』

第
三
章
(
一
九
九

O
)
0

(
6
)
本
稿
第
二
章
二
節
参
照
。

(7)
ム
寸

ω
c・
m
-
A
h
w
N

(
8
)
品、吋
()C-
∞-∞め
m
w
(
戸市
wmw
印)目

(
9
)
九
日
叶

N

C

・ω
・H
A
H
(
同ψ
∞印)・

(叩)品、叫
N
C
-
ω

・∞
H
N
(
戸川
w
∞印)

(
日
)
品
目
、
吋
C
-
∞
a
m
印

(
ロ
)
の
円
。
巾
〈
巾
}
D
司ヨ巾ロ
2
5
5巾
戸
曲
者
|
|
何
G
E

回二
v
g
z
n
c
c
p
∞N
回目「〈白『且「閉山市〈一
'
H
O
命日
-
H
O
∞同(岡市
W
A

出)・
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説

(
日
)
河
o
g『
件
当
・
∞
g
s
p
・-富市
5
3
周
回

C
O口同
E
Q
E
n
o口氏
E
z
c
E
E
Z一』
E

5
曲一河内〈
-
2
E品
。
巾
E
2
2
5
叶

F
g予
告
の
白
Z
F
E
S
F
-
F〈'

HO
品目
w-HC
∞
ω(]戸市出斗山由)∞町内凶包的。。即日目

ω巴ロ凹
R
5
・
Z
白昨巾己目
ν
「巾日正「巾『戸円命的白ロ仏門司岡市打。ロ的門戸門
E円HOE-
∞九日ハ
UD-EEUFEF-N巾〈・

HA凶∞匂(]戸市
W∞品)

(
日
比
)
河
片
町
田
『
色
〉
唱
。
∞
=
巾
『
・

4
F巾
開
門
ロ
ロ
ロ
ヨ
片
山
D
『』己目門戸内巾

ω
∞
]
{
(
同
窓
口
)
-

(日
)
ω
2
∞
2
5
F
印
喜
『
印
口
O
Z
5
・
え
呂
∞

ωt
∞品

(
凶
)
∞
2
〉
σ口
内
『
玄
芥
〈
国
除
』
D∞
m
u
z
Fロロ己〕『・

4
F
m
匂
回
目
円
。
。
口
四
円
市
開
印
出
口
【
同
門
『
巾

n
cロ凹
z
z
z
oロ・

ω
∞
己
-
n
F
R国間
D
F
河
巾
〈
十
件
斗
(
同
句
、
ご
)
・
司
恒
三
∞
「
巾
印
?

、
吋
宮
巾
わ
ロ
ロ
印
門
広
口
C
C
E出戸巾
mNZ-由同じ「.∞の
ZF島市門
o
n
cロ印円四円
E
E
D口同--口門巾円百円・巾門
m
w
z
o
p
N
吋
ω円山口問。『己

F
m
g
N・日∞印・印∞斗(]戸川
W寸
印
)

(
口
)
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
公
共
選
択
論
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
参
照
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
イ
カ

1
(森
脇
俊
雅
訳
)
『
民
主
的

決
定
の
政
治
学

i
l
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』
(
一
九
九
二
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

(
国
)
立
法
に
関
与
し
て
い
る
者
は
皆
、
立
法
を
一
種
の
共
同
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
あ
る
人
間
の
抱
い
た
目
的
を
他

人
に
帰
属
せ
し
め
る
「
目
的
の
帰
属
」
は
二
人
以
上
の
人
聞
が
共
同
事
業
を
行
う
際
に
法
律
上
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
立
法
に

関
し
交
渉
し
て
い
る
聞
に
他
の
議
員
と
妥
協
し
た
議
員
は
、
自
ら
が
抱
い
て
い
た
目
的
の
な
か
に
妥
協
し
た
相
手
方
の
目
的
を
も
取
り
込
む
こ

と
に
な
り
、
彼
ら
各
々
の
目
的
は
こ
の
妥
協
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
再
構
成
さ
れ
る
。
あ
る
立
法
が
賛
成
投
票
し
た
議
員
全
員
の
妥
協
の
表
現

で
あ
る
と
し
た
ら
、
当
該
議
員
全
員
の
本
来
の
目
的
と
、
帰
属
せ
し
め
ら
れ
た
目
的
お
よ
び
無
意
識
的
性
向
の
混
合
物
と
し
て
の
「
目
的
」
を
個
々

の
議
員
に
帰
属
せ
し
め
、
そ
の
混
合
物
と
し
て
の
目
的
を
当
該
立
法
の
目
的
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
は
、
大
半
の
立
法
は
数
人

の
議
員
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
か
ら
、
目
的
の
帰
属
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
少
数
の
議
員
の
抱
い
た
目
的
を
も
っ
て
立
法
目
的
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ω巾巾∞
2
5
R・
2
司
E
g
g
-
ω
-
a
H
C
吋
N
斗
ω・

(
四
)
の
m
E
E
宮
円
。
巳
古
田
-Fm間
区
田
巴
〈
巾
円
ロ
丹
市
口
?
斗
印
可
白
Z
F
』
斗
印
品
4

斗、
3
l∞品
(H
ゆめめ)・

(
却
)
立
法
目
的
の
抽
象
性
の
程
度
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ス
ト
は
つ
ぎ
の
例
を
あ
げ
て
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
自
動
車
に
排
気
ガ
ス
処
理
装
置
を
装

着
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
立
法
が
な
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
の
目
的
と
し
て
は
、
川
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
の
減
少
、
聞
大
気
汚
染
公
害
の
軽
減
、

同
環
境
と
健
康
の
保
護
、
凶
一
般
福
祉
の
増
進
、
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
法
律
が
、
自
動
車
保
有
者
に
よ
り
、
彼
ら
の
み
に
コ
ス
ト
を
諜
す
る

も
の
で
法
の
平
等
保
護
に
反
す
る
と
し
て
争
わ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
ど
の
目
的
に
照
ら
し
て
当
該
立
法
の
合
理
的
関
連
性
を
審
査
す
べ
き
か
。

も
し
川
を
目
的
と
し
た
場
合
は
目
的
と
手
段
が
完
全
に
一
致
す
る
が
、
こ
れ
で
は
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
に
陥
り
合
理
性
の
基
準
は
意
味
を
失
う
。
他
方
、

凶
が
目
的
と
さ
れ
た
場
合
に
も
手
段
と
の
関
連
性
を
問
う
こ
と
は
実
質
的
に
不
可
能
と
な
ろ
う
。

(
E
E
二
W
5
2・日
J
2
2印
巾
凶
え
の
Dロ日門
F
E
E
S一

論
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説

(
訂
)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
経
済
的
自
由
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
違
憲
審
査
基
準
と
し
て
の
「
合
理
性
の
基
準
」
を
分
析
す
る
た

め
の
素
材
と
し
て
扱
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
自
体
と
し
て
の
系
統
的
検
討
は
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
近
時
の
連
邦

最
高
裁
に
お
け
る

g
E口
明
法
理
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
の
規
制
に
よ
っ
て
財
産
権
の
価
値
が
下
落
し
た
場
合
に
は
、
デ

ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
や
平
等
保
護
条
項
の
も
と
に
お
け
る
よ
り
も
厳
格
な
審
査
に
よ
っ
て
財
産
的
価
値
収
用
の
合
憲
性
が
審
査
さ
れ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
判
例
が
で
て
お
り
、
し
か
も
こ
れ
は
財
産
権
の
範
闘
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
上
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
法
理
の
身
代
わ
り

と
し
て
の
機
能
を
も
果
た
し
う
る
の
で
あ
る
。
∞

2
2
0
=白
ロ
〈
(
い
回
一
氏
。
『
ロ

s
n
gえ
と
の
O
B
d
品

m
z
c
m
∞
N
印
(
呂
∞
吋
)
・
句

gロ
巾
己
〈
目
巳
々
え

ω自

』
。
回
タ
品
∞
印

C
e
ω
・]「]{印
(
H

ゆ
∞
∞
)
(
印
円
白
E
P
]
岨
内
回
同
師
団
内
ロ
門
戸
口
岡
田
口
唱
曲
『
斤
)
司
円
、
ロ
円
目
的
〈
・
印
C
E丹
z

h
白H
・0
2
口白

h
o
白印片山凶
-
n
o
E
ロ門戸戸
H

H

N

∞-
(
U円
-

N

∞∞め(]{山山山
W
N
)
-

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
後
日
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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Part Four firstly deals with judicial review of economic regulation by 

state courts under state constitutions， and reveals that substantive due 

process (equal protection) review is stil¥ alive at state level with some 

modification. It then analyzes issues on structure of rationality standard 

under due process and equal protection clauses such as range of legitimacy 

and level of abstraction of legislative purpose， relationship of purpose and 

means and the methods of finding legislative purposes. It final¥y suggests 

that possibility of rationality review depends substantial¥y on the model of 

legislative process which is taken as a premise of judicial review of 

legislation， that is， public choice model or public interest model. 
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